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世
界
文
化
遺
産
カ
ス
ビ
王
墓
は
、
東
ア
フ
リ
カ

に
位
置
す
る
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
の
首
都
カ
ン
パ
ラ

郊
外
に
所
在
す
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
（
通
称
）
は
イ
ギ

リ
ス
連
邦
加
盟
国
に
属
し
て
お
り
、
東
に
ケ
ニ
ア
、

南
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
南
西
に
ル
ワ
ン
ダ
、
西
に
コ

ン
ゴ
、
北
に
南
ス
ー
ダ
ン
に
囲
ま
れ
た
内
陸
国
で
、

平
均
標
高
１
、１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
原
地
帯
に

な
る
。
国
土
面
積
は
２
４
１
、０
３
９
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
な
る
が
、
う
ち
18
パ
ー
セ
ン
ト
を
ビ

ク
ト
リ
ア
湖
や
内
陸
湖
な
ど
が
占
め
て
お
り
、
赤

道
直
下
の
国
で
も
あ
る
。
高
地
で
あ
る
た
め
、
日

中
は
日
差
し
が
強
く
40
度
近
く
に
な
る
が
、
日
陰

に
入
る
と
意
外
と
心
地
よ
い
。
首
都
カ
ン
パ
ラ
に

滞
在
中
は
、
夜
間
は
雨
が
降
り
、
朝
に
な
る
と
各

所
に
水
溜
ま
り
が
で
き
て
い
た
。
道
路
沿
い
に
開

か
れ
た
市
場
で
は
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
で
漁
れ
た
魚
が

並
べ
ら
れ
、
主
食
に
な
る
バ
ナ
ナ
が
大
き
な
房
の

ま
ま
に
売
ら
れ
て
い
た
。（
写
真
１
）

「
カ
ス
ビ
の
ブ
ガ
ン
ダ
王
国
歴
代
王
の
墓
」
は

ブ
ガ
ン
ダ
国
歴
代
の
王
墓
で
、
２
０
０
１
年
に
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
王
墓
は
首
都

カ
ン
パ
ラ
の
北
西
３
キ
ロ
に
あ
る
カ
ス
ビ
の
丘
の

頂
部
に
位
置
し
て
い
る
。
カ
ス
ビ
の
丘
の
周
辺
は

麓
か
ら
民
家
が
密
集
し
て
い
る
が
、
王
墓
の
周
囲

は
木
塀
で
囲
ま
れ
て
隔
絶
し
て
い
る
。
焼
失
前
の

王
墓
は
、
巨
大
な
円
錐
形
ド
ー
ム
で
、
直
径
30
メ

ー
ト
ル
高
さ
15
メ
ー
ト
ル
の
円
錐
形
で
巨
大
な
茅

葺
き
の
建
造
物
で
あ
る
。

王
墓
の
周
囲
は
、
歴
代
の
王
達
に
仕
え
る
王
妃

達
の
住
居
が
円
周
状
に
建
っ
て
い
る
。
王
妃
達
の

住
居
も
円
錐
形
の
茅
葺
屋
根
に
な
り
、
炊
事
棟
が

附
属
す
る
。
現
在
は
王
墓
で
あ
る
が
、
元
は
宮
殿

で
あ
る
。
そ
の
た
め
内
部
は
竹
で
編
ま
れ
た
ド
ー

ム
天
井
が
あ
り
、
茅
葺
き
屋
根
と
分
離
さ
れ
て
二

重
の
構
造
に
な
る
。
巨
大
な
茅
葺
き
屋
根
を
支
え

る
構
造
は
、
垂
木
構
造
に
な
り
、
円
周
状
に
囲
ま

れ
た
外
壁
か
ら
屋
根
頂
部
直
下
に
吊
り
下
が
る
リ

ン
グ
に
渡
し
た
垂
木
が
放
射
状
に
並
べ
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
ド
ー
ム
構
造
と
し
て
自
立
し
て
い
る
。

円
の
中
心
部
に
自
然
木
の
柱
が
建
っ
て
お
り
、
リ

ン
グ
を
支
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
地
の
説
明

版
に
は
、
巨
大
な
円
錐
状
の
茅
葺
き
屋
根
を
下
か

ら
支
え
る
柱
が
内
部
に
林
立
し
て
お
り
、
出
入
り

口
か
ら
中
心
に
向
か
う
動
線
に
沿
っ
て
柱
列
に
な

っ
て
い
た
。
王
に
謁
見
す
る
来
訪
者
は
、
こ
の
柱

列
の
中
央
を
通
っ
て
行
き
、
墓
室
前
に
張
ら
れ
た

幕
の
前
に
立
ち
並
ん
だ
多
く
の
槍
を
目
に
す
る
の

で
あ
る
。
内
部
は
入
口
か
ら
入
る
光
以
外
は
無
く

槍
の
列
が
訪
問
者
を
圧
倒
す
る
。

平
面
構
成
は
真
円
に
近
い
円
形
の
平
面
を
前
後

に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
後
半
分
が
墓
室
と
し
て
19

世
紀
以
降
の
歴
代
国
王
４
代
の
墓
に
な
り
、
石
蓋

が
４
ヵ
所
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
石
蓋
が

地
下
の
埋
葬
室
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
個
々
の
石
蓋
は
隣
接
す
る
石
蓋
と
分
け
る
た
め

に
煉
瓦
積
み
の
壁
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て
お
り
独

立
し
て
い
る
。
前
半
分
は
礼
拝
の
場
に
な
っ
て
お

り
、
南
側
中
央
に
出
入
口
を
設
け
て
い
る
。
出
入

口
は
茅
葺
き
の
屋
根
を
切
り
上
げ
て
お
り
、
日
本

の
兜
を
正
面
か
ら
見
た
よ
う
な
外
観
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
王
墓
を
中
心
と
し
て
同
心
円
状
に
住
居

が
あ
り
、
亡
き
王
達
に
仕
え
る
４
人
の
王
妃
た
ち

が
現
在
も
生
活
し
て
い
る
。
住
居
は
家
畜
小
屋
、

物
置
、
台
所
棟
に
分
か
れ
て
お
り
何
れ
も
小
規
模

な
茅
葺
き
建
物
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
茅
葺
き

屋
根
は
金
属
板
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら

に
住
居
の
外
周
に
は
歴
代
の
王
妃
や
縁
者
の
墓
碑

が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
墓
所
を
含
め
て
カ
ス
ビ

の
丘
一
帯
が
ブ
ガ
ン
ダ
族
の
神
聖
な
場
所
に
な
っ

て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
２
０
０
１
年
に
カ
ス

ビ
王
墓
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
27
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
ha
）
を
サ
イ
ト
（
場
を
挿
す
）
と
し
て
世
界
遺

産
に
登
録
し
て
い
る
。
登
録
の
適
用
基
準
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。（
写
真
２
・
３
・
４
）

（
１
） 人
類
の
創
造
的
才
能
を
表
現
す
る
傑
作
。

（
２
） 

現
存
す
る
ま
た
は
消
滅
し
た
文
化
的
伝
統

ま
た
は
文
明
の
、
唯
一
の
ま
た
は
少
な
く

と
も
稀
な
証
拠
。

（
３
） 

人
類
の
歴
史
上
重
要
な
時
代
を
例
証
す
る

建
築
様
式
、
建
築
物
群
、
技
術
の
集
積
ま

た
は
景
観
の
優
れ
た
例
。

（
４
） 

顕
著
で
普
遍
的
な
意
義
を
有
す
る
出
来
事
、

現
存
す
る
伝
統
、
思
想
、
信
仰
ま
た
は
芸

術
的
、
文
学
的
作
品
と
直
接
に
ま
た
は
明

白
に
関
連
す
る
も
の
（
こ
の
基
準
は
他
の

基
準
と
組
み
合
わ
せ
る
の
が
望
ま
し
い
）。

王
墓M

uzibu-A
zaala-M

panga

の
成
立
過

程
は
19
世
紀
半
ば
に
、
ブ
ガ
ン
ダ
王
国
の
王
（
カ

バ
カ
、K

abaka

）
で
あ
っ
た
ム
テ
サ
１
世

（M
utesa I

）
は
、
１
８
８
２
年
に
現
在
の
カ
ス

ビ
の
丘
に
、
茅
葺
屋
根
の
宮
殿
を
建
て
た
こ
と
に

始
ま
る
。
２
年
後
に
彼
が
歿
す
る
と
、
宮
殿
は
そ

の
ま
ま
彼
の
墓
所
と
な
っ
た
。
そ
の
後
を
継
い
だ

ム
ワ
ン
ガ
２
世
（M

w
anga II

）
も
、
20
世
紀

初
頭
に
歿
し
て
、
そ
の
横
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
一
人
の
王
に
ひ
と
つ
の
墓
所
で
あ
っ

た
慣
例
が
変
え
ら
れ
て
、
以
降
歴
代
の
王
が
同
じ

場
所
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
次
の
ダ
ウ
デ

ィ
・
ク
ワ
２
世
（D

audi Cw
a II

／
１
８
９
６

〜
１
９
３
９
年
）
も
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ガ
ン

ダ
王
国
最
後
の
王
で
あ
り
、
ウ
ガ
ン
ダ
初
代
大
統

領
に
な
っ
た
ム
テ
サ
２
世
（
１
９
２
４
〜
１
９
６

９
年
）
も
、
死
後
、
や
は
り
こ
の
墓
所
に
葬
ら
れ

て
い
る
。
現
在
の
建
物
は
英
国
植
民
地
時
代
の
１

９
３
８
年
に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
、
屋
根
を
構
成

す
る
木
材
を
鉄
骨
に
置
き
換
え
て
お
り
、
英
国
の

製
鉄
会
社
の
刻
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
輸
入
さ
れ
た

こ
と
が
判
る
。
こ
の
改
築
は
伝
統
的
な
大
き
な
茅

葺
き
屋
根
を
林
立
す
る
柱
で
支
え
る
構
造
か
ら
鉄

骨
ド
ー
ム
構
造
に
変
え
た
も
の
で
、
外
周
の
壁
を

煉
瓦
積
み
と
し
て
、
内
周
部
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
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ト
造
の
柱
を
16
本
建
て
て
、
各
柱
頭
か
ら
鉄
骨
梁
を
中
心

部
の
鉄
骨
リ
ン
グ
に
16
本
を
架
け
た
ド
ー
ム
構
造
と
し
て

い
た
。
１
９
３
８
年
の
改
築
以
降
は
、
茅
葺
屋
根
の
補
修

が
繰
り
返
し
な
が
ら
ウ
ガ
ン
ダ
を
訪
れ
る
観
光
客
を
集
め
、

ブ
ガ
ン
ダ
族
の
整
地
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
王
墓
は
２
０
１
０
年
３
月
16
日
に
原
因
不
明
の
火

災
が
あ
り
、
煉
瓦
造
の
壁
体
を
残
し
て
、
茅
葺
き
屋
根
が

焼
失
し
た
の
で
あ
る
。
ド
ー
ム
を
構
成
す
る
鉄
骨
も
火
災

に
よ
る
熱
変
形
に
よ
り
曲
が
り
く
ね
っ
て
し
ま
っ
た
。
民

族
の
聖
地
を
焼
失
し
た
悲
劇
に
対
し
て
、
詳
細
な
歴
史
調

査
に
よ
っ
て
復
原
可
能
と
判
断
し
た
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、

２
０
１
０
年
の
第
34
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
リ
ス
ト
（
危
機
遺
産
リ
ス
ト
）
へ

の
登
録
が
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
こ
の
再
建
事
業
に
対
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
文
化
遺
産
保
存
日
本
信
託
基
金
か
ら
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
資
金
協
力
す
る
と
と
も
に
文
化
財
保
存
の
専
門
家
派

遣
を
行
い
事
業
費
の
負
担
と
技
術
援
助
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
日
本
は
木
造
茅
葺
き
建
造
物
の
文
化
財
修
理
に
は

多
く
の
事
例
と
知
見
に
基
づ
く
経
験
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
技
術
援
助
と
し
て
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理

技
術
者
、
構
造
力
学
の
専
門
家
と
防
災
事
業
の
専
門
家
を

参
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
再

建
方
針
は
英
国
植
民
地
時
代
１
９
３
８
年
に
改
修
さ
れ
た

鉄
骨
構
造
を
基
本
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
と
鉄
骨
小

屋
組
構
造
に
茅
葺
き
屋
根
を
載
せ
た
構
造
と
し
て
再
現
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
防
災
対
策
と
し
て
大
型
貯

水
槽
を
サ
イ
ト
内
に
設
置
し
て
機
械
圧
送
式
放
水
銃
に
よ

る
消
火
設
備
と
早
期
火
災
感
知
の
為
の
自
動
火
災
報
知
器

の
設
置
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
事
業
実
施
期
間
は
２
０

１
３
年
３
月
１
日
よ
り
２
０
１
６
年
２
月
28
日
ま
で
の
３

年
間
の
予
定
で
開
始
さ
れ
た
が
、
ウ
ガ
ン
ダ
国
内
で
は
茅

の
自
生
地
が
減
少
し
て
お
り
、
材
料
調
達
が
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
現
在
も
工
事
が
継
続
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
は
、
京
都
府
文
化
財
保
護
課
在
職
中
に
文
化
財

修
理
技
術
と
防
災
事
業
の
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都

府
退
職
後
の
２
０
１
４
年
か
ら
再
建
事
業
に
参
加
し
て
お

り
、
３
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
う
ち
後
半
の
２
回
に
つ
い
て

参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

カ
ス
ビ
王
墓
で
の
会
議
や
施
工
方
法
の
打
合
せ
の
合
間

に
、
屋
根
の
材
料
に
な
る
茅
の
生
育
地
の
踏
査
を
し
た
が
、

各
地
の
ウ
ガ
ン
ダ
の
茅
葺
き
住
居
を
見
聞
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
は
ウ
ガ
ン
ダ
の
茅
葺
に
つ
い
て

報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
詳
細
調
査
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

代
表
で
あ
る
東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
日
塔
和
彦
先
生
の

報
告
を
引
用
さ
せ
て
頂
く
も
の
で
あ
る
。（
写
真
５
・
６
）

１　

材
料

﹇
茅
葺
き
材
料
﹈　
ウ
ガ
ン
ダ
の
茅
葺
き
は
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス

（Spear grass

）と
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス（Elephant 

grass

）
が
主
要
な
材
料
に
な
る
。
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス
は
植

物
学
的
に
は
、
イ
ネ
科
チ
ガ
ヤ
属
の
植
物
で
、
学
名
は

Im
perata Cyrillo

、
日
本
で
は
チ
ガ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
。

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス
は
イ
ネ
科
チ
カ
ラ
シ
バ
属
の
多
年

草
で
、
ア
フ
リ
カ
原
産
で
高
さ
は
４
〜
５
ｍ
、
学
名
は

Pennisetum
 purpureum

 SCH
U
M
A
CH

で
あ
る
。

﹇
茅
場
の
調
査
﹈　
茅
場
の
調
査
を
４
か
所
で
行
っ
た
。
い

ず
れ
も
首
都
カ
ン
パ
ラ
か
ら
は
30
〜
60
㎞
は
な
れ
て
所
在

す
る
。

（
１
）
セ
ン
テ
マSentem

a

の
茅
場
は
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス
の

生
育
地
で
、
面
積
は
４
０
０
㎡
と
あ
ま
り
広
く
な
い
。

（
２
）
キ
ス
ー
レK

isuule

農
場
は
４
ha
広
さ
の
農
場
で

バ
ナ
ナ
な
ど
の
農
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
部

に
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス
が
生
育
し
て
い
る
。

（
３
）
ナ
ミ
ョ
ウ
ナN

am
yoya

農
場
は
王
墓
の
た
め
の
エ

レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス
の
栽
培
予
定
地
で
、
19 

ha
と
広
い
が
、

ま
だ
農
場
と
し
て
の
準
備
段
階
に
あ
る
。

（
４
）
ヌ
コ
ン
ヤN

konya

農
場
は
約
２
０
０
㎡
と
小
規

模
な
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス
の
茅
場
で
あ
る
。

﹇
乾
燥
と
保
管
﹈　
乾
燥
さ
せ
て
保
管
す
る
方
法
は
茅
葺
き

屋
根
の
耐
用
年
数
に
大
き
く
影
響
す
る
が
、
実
見
し
た
範

囲
で
は
、
刈
り
取
っ
た
茅
は
茅
の
生
息
地
や
茅
葺
き
現
場

な
ど
で
地
面
に
広
げ
て
乾
燥
さ
せ
て
い
た
。
日
本
で
は
刈

り
取
っ
た
茅
は
稲
架
け
の
よ
う
に
し
て
天
日
干
し
を
し
て

屋
根
付
き
の
貯
蔵
庫
に
収
納
す
る
が
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、

地
面
に
広
げ
る
だ
け
な
の
で
、
湿
気
や
降
雨
に
よ
っ
て
地

面
に
接
す
る
部
分
は
カ
ビ
が
生
え
、
腐
食
し
て
し
ま
う
た

め
、
使
用
時
に
は
有
効
な
茅
材
は
約
７
割
程
度
に
減
少
す

る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
乾
燥
し
た
茅
材
は
高
床
の
掘
っ

建
て
小
屋
に
茅
を
積
み
上
げ
た
り
、
地
面
に
横
た
え
て
保

管
し
て
い
た
が
、
保
管
が
長
期
に
及
ぶ
た
め
、
さ
ら
に
７

写真2　王妃達の家写真4　王妃達の墓

写真1　道路沿いの市場写真3　王妃達の家写真5　ワマラ王墓　屋根葺工事

写真6　ワマラ王墓　屋根頂部

(一社)京都府建築士会
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割
程
度
に
減
少
す
る
と
み
ら
れ
る
。（
写
真
７
・
８
）

２　
 

ウ
ガ
ン
ダ
の
茅
葺
き
技
術

（
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス
）

﹇
材
料
の
下
拵
え
﹈　
カ
ス
ビ
の
王
墓
と
類
似
す
る
王
族
墓

ワ
マ
ラ
王
墓
で
実
施
中
の
茅
葺
き
工
法
を
検
証
し
た
。 

ワ
マ
ラ
王
墓
は
円
錐
形
の
茅
葺
き
屋
根
で
、カ
ス
ビ
王
墓

よ
り
一
回
り
小
規
模
で
直
径
約
20
ｍ
、
高
さ
10
ｍ
程
度
と

見
ら
れ
る
。

ワ
マ
ラ
王
墓
で
は
修
理
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
屋
根
面

積
の
７
割
程
度
が
完
成
し
て
い
た
。
ワ
マ
ラ
王
墓
も
ま
た

丘
の
頂
部
に
あ
り
、
周
辺
の
ふ
も
と
に
集
落
が
あ
り
日
常

生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
。
訪
問
し
た
時
は
エ
レ
フ
ァ
ン
ト

グ
ラ
ス
の
加
工
を
し
て
い
た
。
現
場
の
前
で
下
拵
え
を
す

る
職
人
は
、
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス
の
節
や
凸
部
を
小
刀

で
削
っ
て
真
っ
直
ぐ
に
整
え
、
こ
れ
を
15
本
程
度
に
束
ね

て
直
径
10
㎝
か
ら
12
㎝
の
束
に
し
て
結
束
し
て
強
度
を
も

た
し
た
母
屋
材
と
し
て
使
わ
れ
る
。
屋
根
は
円
錐
形
に
な

る
の
で
、
母
屋
は
同
心
円
状
に
な
り
螺
旋
に
す
る
為
に
順

次
に
繋
げ
て
長
く
加
工
さ
れ
る
。
下
か
ら
見
上
げ
る
と
同

心
円
に
母
屋
が
並
び
美
し
い
。 

屋
根
面
に
葺
か
れ
る
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス
は
、
茅
束
に
し
て

使
わ
れ
る
。
事
前
の
下
拵
え
で
腐
朽
部
分
や
夾
雑
物
を
手

で
漉
い
て
除
去
し
、
良
質
な
茅
だ
け
を
揃
え
る
。
こ
れ
を

バ
ナ
ナ
樹
皮
繊
維
縄
で
縛
っ
て
二
種
類
の
茅
束
を
作
る
。

一
つ
は
束
の
中
間
を
１
ヵ
所
だ
け
縛
っ
て
径
８
㎝
程
度
に

束
ね
た
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
茅
の
元
の
先
端
を
尖
ら
せ

て
束
ね
た
も
の
で
、
差
し
込
む
よ
う
に
使
っ
て
い
た
。

﹇
屋
根
下
地
の
作
成
﹈　
屋
根
下
地
は
垂
木
の
上
に
枝
木
や

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス
を
縄
で
掻
き
付
け
る
。
最
初
に
垂

木
上
端
面
へ
横
に
細
い
枝
木
（
小
舞
）
を
間
隔
約
20
㎝
で

並
べ
、
さ
ら
に
小
舞
間
に
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス
を
２
本

組
に
し
て
横
に
取
り
付
け
、
麻
縄
で
絡
み
つ
け
る
。
次
に

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス
を
垂
木
下
端
に
縦
に
並
べ
、
さ
ら

に
直
径
約
８
㎝
の
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス
束
を
横
に
約
20

㎝
間
隔
で
取
付
け
て
化
粧
と
す
る
。
こ
の
茅
束
は
横
に
入

れ
た
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
グ
ラ
ス
の
母
屋
と
固
く
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
た
。（
写
真
９
） 

﹇
茅
葺
き
﹈　
最
初
に
茅
を
葺
き
始
め
る
の
は
軒
部
分
か
ら

で
、
葉
先
を
下
方
に
向
け
、
軒
先
か
ら
垂
ら
し
て
元
の
方

を
野
地
に
取
り
付
け
て
い
た
。
こ
れ
が
ブ
ガ
ン
ダ
族
の
茅

葺
き
の
特
徴
で
、
地
面
近
く
ま
で
葉
先
を
垂
ら
し
て
葺
く
。

平
葺
き
の
茅
束
は
結
束
し
た
ま
ま
屋
根
上
に
載
せ
、
バ
ナ

ナ
繊
維
縄
で
下
地
の
小
舞
に
括
り
付
け
る
。
こ
れ
を
繰
り

返
し
て
茅
束
を
重
ね
て
い
く
。
葺
き
厚
は
約
80
㎝
で
、
屋

根
上
を
横
に
移
動
し
な
が
ら
下
方
か
ら
上
方
に
葺
き
上
が

る
が
、
葺
き
足
場
は
設
け
ず
、
屋
根
下
地
の
小
舞
や
母
屋

を
足
掛
か
り
に
し
て
い
た
。
葺
き
上
げ
後
の
屋
根
表
面
は

手
で
撫
で
つ
け
る
。
職
人
は
屋
根
上
で
茅
を
葺
く
の
が
１

人
、
地
上
で
茅
束
を
屋
根
上
に
投
げ
上
げ
る
手
元
が
２
人
、

下
拵
え
作
業
に
２
人
の
合
計
５
人
で
あ
っ
た
。（
写
真
10
）

﹇
茅
葺
き
技
術
の
考
察
﹈　
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス
は
葉
先
を
外
方

に
出
し
て
葺
く
「
逆
さ
葺
き
」
が
一
般
的
で
、
見
本
と
は

逆
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

多
く
の
地
域
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
茅
葺

き
は
茅
材
を
束
に
し
て
葺
く
方
法
で
、
屋
根
下
地
に
茅
束

を
確
実
に
留
め
つ
け
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
葺
く
時
に
力
を
加
え
て
も
結
束
縄
が
切
れ
な
い
強
靭

さ
が
必
要
で
、
か
つ
茅
束
に
な
じ
み
や
す
く
、
隙
間
な
く

締
め
付
け
ら
れ
る
し
な
や
か
さ
も
重
要
で
あ
る
。
ウ
ガ
ン

ダ
で
利
用
さ
れ
る
バ
ナ
ナ
繊
維
縄
は
、
木
枝
や
蔓
よ
り
し

な
や
か
で
強
靱
で
あ
る
た
め
、
結
束
材
に
適
し
た
材
料
で

あ
っ
た
。
屋
根
下
地
の
作
り
方
も
バ
ナ
ナ
繊
維
縄
を
結
束

に
用
い
た
堅
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
茅
の
葺

き
方
も
２
種
類
の
茅
束
を
使
い
分
け
て
葺
き
厚
の
調
整
を

行
い
、
密
に
茅
材
を
積
む
こ
と
が
可
能
な
方
法
で
、
茅
葺

き
の
技
術
と
し
て
は
良
好
の
よ
う
で
あ
っ
た
。（
写
真
11
）

（
以
上
の
茅
葺
き
考
察
は
日
塔
和
彦
先
生
に
よ
る
）

ウ
ガ
ン
ダ
の
民
家
と
茅
葺

ウ
ガ
ン
ダ
の
茅
葺
き
文
化
を
理
解
す
る
た
め
、
北・東・

南
部
に
あ
る
伝
統
的
茅
葺
き
集
落
を
視
察
し
、
家
屋
を
調

査
し
た
。
い
ず
れ
も
首
都
カ
ン
パ
ラ
か
ら
は
90
〜
２
８
０

㎞
離
れ
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
王
墓
の
茅
葺
き
は
ブ
ガ

ン
ダ
族
に
み
ら
れ
る
工
法
で
各
地
域
に
は
異
な
っ
た
茅
葺

き
が
存
在
し
て
お
り
部
族
に
よ
る
違
い
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

一
．
北
部
の
カ
ル
マ
地
方
で
は
４
か
所
の
茅
葺
き
伝
統
集

落
を
見
学
し
た
。
数
十
棟
を
超
え
る
大
規
模
な
集
落
か
ら
、

写真8　乾燥具合の確認写真10　エレファントグラス母屋の取付

写真7　スピアグラスの乾燥写真9　エレファントグラスの母屋製作写真11-1　 ワマラ王墓スピアグラスの葺重ね 
（中央は日塔和彦先生）　

写真11-2　ワマラ王墓・天井の円周状母屋

(一社)京都府建築士会



9   Kyoto Dayori  December 2018

●
参
考
文
献　

日
塔
和
彦
「
ウ
ガ
ン
ダ
・
世
界
遺
産
カ
ス
ビ
王
墓

再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
茅
葺
き
技
術
」『
民
俗
建
築
』
1
4
5
号

／
日
本
民
俗
建
築
学
会
2
0
1
4
／
U
N
E
S
C
O
カ
ス
ビ
王
墓

復
原
工
事
報
告
書
2
0
1
7
／
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者 

修

復
建
築
家 

長
谷
川
順
一（
新
潟
市
在
住
）

一
族
だ
け
の
４
〜
５
棟
の
集
落
も
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
は

海
抜
１
、２
０
０
ｍ
程
の
サ
バ
ン
ナ
気
候
で
主
に
農
業
を

主
体
と
し
た
農
耕
を
し
て
い
た
。
家
屋
は
円
形
又
は
隅
丸

の
矩
形
平
面
を
持
つ
小
規
模
な
建
物
で
、
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス

の
茅
葺
き
で
あ
っ
た
。
茅
葺
き
は
軒
部
分
に
葉
先
を
垂
ら

さ
ず
、
切
り
上
げ
て
い
た
。
屋
根
棟
は
矩
形
の
建
物
で
も

丸
く
結
ぶ
形
式
で
、
中
に
は
二
段
葺
き
屋
根
と
な
っ
て
、

下
段
は
茅
の
根
本
を
下
方
に
し
て
葺
き
、
上
段
が
葉
先
を

外
に
出
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
茅
束
の
元
の
方
を
外
側
に

し
て
葺
い
た
段
葺
き
の
屋
根
も
あ
る
な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
建
築
中
の
円
形
家
屋
が
あ

り
、
建
築
か
ら
茅
葺
き
ま
で
を
行
う
棟
梁
に
聞
く
と
、
建

築
日
数
は
８
日
間
程
度
で
建
物
が
完
成
す
る
そ
う
で
あ
る
。

（
写
真
12
・
13
・
14
）

二
．
東
部
ジ
ン
ジ
ャ
地
方
の
農
村
部
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
大

農
園
が
広
が
っ
て
お
り
、
１
９
３
０
年
代
に
サ
ト
ウ
キ
ビ

労
働
者
が
集
め
ら
れ
て
成
立
し
た
大
規
模
な
集
落
2
か
所

を
見
学
し
た
。
家
屋
は
矩
形
の
小
規
模
な
建
物
で
ス
ピ
ア

グ
ラ
ス
の
茅
葺
き
屋
根
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
ス
ピ
ア
グ

ラ
ス
は
刃
物
が
な
く
と
も
素
手
で
抜
け
ば
簡
単
に
茅
材
を

入
手
で
き
る
よ
う
で
、
そ
の
家
の
主
婦
が
茅
葺
き
は
青
い

ま
ま
の
根
付
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス
を
束
ね
て
屋
根
に
突
っ
込
む

姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。 

三
．
南
部
マ
コ
ー
レ
地
方
は
ほ
ぼ
赤
道
直
下
に
位
置
し
、

こ
こ
で
は
牧
畜
を
営
む
遊
牧
民
１
か
所
と
農
耕
民
４
か
所

の
集
落
を
見
学
し
た
。
遊
牧
民
の
家
屋
は
移
動
住
宅
で
、

球
形
の
下
部
を
切
り
取
っ
た
姿
を
取
り
、
そ
の
構
造
は
造

り
か
け
の
も
の
や
破
損
し
た
建
物
か
ら
ほ
ぼ
判
明
で
き
た
。

建
物
に
は
柱
が
な
く
、
枝
木
を
ド
ー
ム
状
に
縦
横
に
編
ん

で
そ
の
上
に
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス
を
葺
い
て
お
り
、
そ
の
形
状

は
正
円
に
近
く
鳥
篭
の
よ
う
で
あ
り
、
ニ
ワ
ト
リ
小
屋
も

同
様
で
あ
っ
た
。
高
さ
は
約
２
・
５
ｍ
、
直
径
３
・
０
ｍ

程
で
あ
る
。
農
耕
民
の
家
屋
は
円
形
、
隅
丸
方
形
の
土
壁

造
茅
葺
き
住
居
で
、
北
部
カ
ル
マ
地
方
の
家
屋
と
似
て
い

る
が
、
茅
葺
き
屋
根
や
内
部
に
相
違
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

家
屋
の
地
縄
張
り
の
方
法
や
土
壁
の
造
り
方
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
地
縄
張
り
は
建
物
中
心
に
掘
立
の
心
柱
を
立

て
、
こ
の
柱
に
建
物
の
半
径
の
長
さ
の
紐
を
結
び
、
一
方

の
端
に
付
け
た
棒
で
地
面
へ
円
形
に
建
物
形
を
描
く
。
躯

体
と
な
る
土
壁
は
地
縄
張
り
線
に
従
っ
て
掘
立
柱
を
立
て
、

こ
の
内
外
に
細
枝
を
両
側
に
掻
き
付
け
る
。
建
物
の
半
径

は
４
・
０
ｍ
程
で
、
中
央
に
は
心
柱
を
立
て
る
直
径
15
㎝
、

深
さ
18
㎝
程
の
穴
が
穿
っ
て
い
る
。
柱
太
さ
は
６
〜
９
㎝

程
度
、
高
さ
は
１
・
４
５
ｍ
程
で
あ
る
。
股
柱
が
２
〜
３

本
お
き
に
入
り
、
本
数
は
33
本
、
間
隔
は
25
〜
30
㎝
で
あ

る
。
木
枝
は
約
12
〜
15
㎝
で
掻
き
付
け
ら
れ
、
結
束
材
に

は
バ
ナ
ナ
樹
皮
繊
維
を
用
い
る
。
茅
葺
き
の
素
材
は
ス
ピ

ア
グ
ラ
ス
で
な
く
周
辺
に
多
く
生
育
し
て
い
る
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
で
、
葉
株
か
ら
伸
び
る
稈
を
使
用
す
る
。
稈
は
細
く

３
㎜
程
度
で
内
部
は
空
洞
、
長
さ
は
１
・
５
〜
２
・
０
ｍ

で
あ
る
。
家
の
内
部
に
入
る
と
床
は
土
で
あ
る
が
、
周
辺

よ
り
10
㎝
程
上
が
っ
て
お
り
叩
き
締
め
ら
れ
て
い
た
。
炊

事
は
家
の
内
部
に
小
さ
な
炉
が
あ
り
、
僅
か
な
火
力
に
よ

る
も
の
と
見
ら
れ
る
。（
写
真
15
・
16
）

●
最
後
に 

ウ
ガ
ン
ダ
の
茅
葺
は
、
現
在
も
住
民
の
生
活
を
守
る
需

要
な
屋
根
材
料
と
し
て
広
範
囲
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
茅

葺
き
の
材
料
に
な
る
ス
ピ
ア
グ
ラ
ス
の
自
生
地
は
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
バ
ナ
ナ
の
畑
に
な
り
、
屋
根
材
は
ト
タ
ン
に

代
わ
っ
て
き
て
い
る
。
伝
統
的
な
外
壁
は
、
地
面
に
直
接

建
て
る
小
径
木
を
柱
に
し
て
水
平
方
向
に
枝
を
編
み
込
み
、

泥
土
を
塗
り
込
む
工
法
は
定
住
農
耕
民
の
住
居
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
、平
面
は
円
形
と
矩
形
に
な
る
。平
面
間
取
り

は
２
分
さ
れ
て
お
り
、
土
間
住
ま
い
に
な
る
が
寝
室
と
居

間
の
２
室
に
な
り
中
央
の
土
壁
で
分
け
ら
れ
る
。
遊
牧
民

の
住
居
で
は
、外
壁
は
枝
や
葉
に
な
る
よ
う
で
、規
模
は
直

径
３
ｍ
の
円
周
状
の
外
壁
に
な
っ
て
お
り
、
内
部
も
１
室

で
移
動
し
易
い
構
造
で
あ
っ
た
。
地
方
性
は
外
観
に
表
れ

る
よ
う
で
、
屋
根
の
葺
き
方
が
大
き
な
違
い
に
な
る
よ
う

で
あ
る
。
各
地
方
の
代
表
的
な
住
居
は
カ
ン
パ
ラ
市
内
の

博
物
館
に
移
築
、
再
現
さ
れ
て
お
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

今
回
、
世
界
遺
産
カ
ス
ビ
王
墓
の
復
元
事
業
に
参
加
し

て
、
文
化
財
の
保
存
事
情
が
国
ご
と
に
異
な
り
、
経
済
状

況
や
国
情
に
よ
る
困
難
さ
を
実
感
し
た
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
ま
だ
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
機

会
に
ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
人
た
ち
の
住
ま
い
方
を
知

る
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

写真13　同住居の断面平面スケッチ

写真12　マコーレ地方の円形住居

写真14　 同住居の内部、中央に柱（自然木） 
屋根を支えている

写真15　矩形住居／外壁に文様がある

写真16　 ニワトリ小屋のスケッチ 
動物に襲われないように高く作っている

(一社)京都府建築士会
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特　集

れ
る
師
僧
を
尊
崇
す
る
こ
と
か
ら
、
19
世
紀
以
降

西
洋
の
学
者
に
よ
り
ラ
マ
教
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

ラ
マ
僧
は
イ
ン
ド
密
教
を
学
び
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳

の
大
蔵
経
を
所
依
と
す
る
教
義
体
系
を
築
き
上
げ

る
。
中
国
、
日
本
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
に
伝
わ
る
北

伝
仏
教
の
う
ち
、
漢
訳
経
典
に
依
拠
す
る
東
ア
ジ

ア
仏
教
と
並
ん
で
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
現
存
す
る

大
乗
仏
教
の
二
大
系
統
の
ひ
と
つ
に
な
り
、
７
世

紀
の
イ
ン
ド
仏
教
を
伝
え
て
い
る
こ
と
は
仏
教
研

究
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
般
的
な
寺
院
の
平
面
構
成
は
、
矩
形
の
中
庭

型
平
面
と
い
え
る
。
南
側
を
正
面
と
し
て
四
方
を

厚
い
組
積
造
の
壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
中
央
の
中

庭
は
集
会
堂
と
か
経
堂
と
呼
ば
れ
る
広
間
に
な
り
、

全
体
を
陸
屋
根
に
覆
わ
れ
る
。
広
間
の
屋
根
を
支

え
る
柱
は
整
然
と
列
を
為
し
て
林
立
す
る
。
外
壁

競
っ
て
建
立
さ
れ
、
文
化
と
政
治
の
中
心
地
と
し

て
機
能
し
て
い
た
。
大
寺
院
は
宗
教
建
築
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
保
持
し
な
が
ら
、
内
部
壁
面
に

描
か
れ
た
仏
教
壁
画
の
価
値
は
高
く
、
仏
教
美
術

史
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
教
団

間
の
勢
力
闘
争
を
経
て
、
さ
ら
に
中
国
文
化
大
革

命
に
よ
り
９
割
以
上
の
寺
院
が
破
壊
さ
れ
荒
廃
は

著
し
く
、
危
機
的
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ

の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
遺
産
を
調
査
す
る
為
、
高
野
山

大
学
奥
山
直
志
教
授
、
京
都
大
学
加
納
和
雄
講
師

他
に
よ
る
科
学
研
究
助
成
費
研
究
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
２
０
１
２
年
８
月
８
日
か
ら
18
日
に
か
け
て

同
地
区
の
ラ
サ
市（
標
高
３
、６
５
０
ｍ
）か
ら
シ

ガ
ツ
エ
市（
標
高
３
、８
５
０
ｍ
）ま
で
の
寺
院
調

査
を
行
っ
た
。 

現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
ニ
ン
マ
派
、
カ
ギ
ュ

派
、
サ
キ
ャ
派
、
ゲ
ル
ク
派
の
４
宗
派
が
存
在
す

る
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
、
７
世
紀
か
ら
14
世
紀
に
か

け
て
イ
ン
ド
か
ら
直
接
に
仏
教
を
取
り
入
れ
た
。

そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
仏
教
を
伝
え
た
ラ
マ
と
呼
ば

は
日
干
し
煉
瓦
を
積
み
重
ね
る
。
壁
の
厚
さ
は
規

模
が
大
き
く
な
る
程
、
厚
く
な
り
、
２
ｍ
か
ら
３

ｍ
近
い
壁
も
あ
っ
た
。
な
お
、
組
積
造
は
土
が
多

く
、
表
面
を
石
積
み
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

日
干
し
煉
瓦
は
、
幅
20
㎝
厚
み
15
㎝
長
さ
40
㎝

程
に
成
型
し
た
藁
を
搔
い
込
ま
せ
て
水
で
練
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
た
。
中
央
の
広
間
は
僧
が
座
る
長

く
伸
び
る
台
が
何
列
に
も
置
か
れ
、
規
模
の
大
き

い
程
、
列
数
が
増
え
多
く
の
僧
が
並
び
座
り
経
を

読
み
瞑
想
す
る
空
間
に
な
る
。
広
間
の
中
央
部
の

天
井
は
一
段
高
く
、
周
囲
の
陸
屋
根
に
側
廊
窓
を

建
て
て
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
光
を
入
れ
て
い
る
。
堂
内

に
は
光
源
は
無
く
、
中
央
の
こ
の
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

が
唯
一
に
な
る
。
広
間
北
辺
に
は
仏
堂
が
あ
り
、

入
口
が
設
け
ら
れ
、
仏
塔
が
置
か
れ
る
。
仏
塔
は

寺
院
の
開
祖
や
、
寺
の
発
展
に
貢
献
し
た
ラ
マ
僧

の
墓
に
な
り
、
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。
広
間
の

四
方
の
壁
は
、
仕
上
げ
に
白
土
を
塗
り
、
そ
の
表

面
に
曼
荼
羅
や
阿
弥
陀
諸
尊
が
描
か
れ
、
多
様
な

密
教
尊
像
、
開
祖
ラ
マ
僧
や
預
言
者
が
描
か
れ
て

い
る
。
仏
堂
は
左
右
に
も
あ
り
、
壁
画
の
間
に
出

入
口
が
穿
た
れ
、
枠
木
を
唐
戸
面
状
に
し
て
数
段

重
ね
て
い
る
。
ま
た
中
央
仏
堂
の
壁
面
は
千
体
仏

が
嵌
め
込
ま
れ
る
堂
も
見
ら
れ
た
。
周
囲
の
仏
堂

は
、
経
典
を
置
く
棚
が
あ
り
天
井
近
く
ま
で
書
棚

が
組
ま
れ
て
板
木
に
挟
ま
れ
た
経
典
が
布
に
包
ま

れ
て
一
杯
に
積
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
仏
堂
の
外
壁

に
小
さ
な
窓
が
天
井
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ト
ッ
プ

ラ
イ
ト
に
な
る
が
、
少
な
い
雨
水
が
流
れ
込
む
。

内
部
の
照
明
は
、
成
型
し
た
バ
タ
ー
に
燈
心
を
付

け
て
燃
や
し
て
い
る
。

陸
屋
根
は
周
囲
の
壁
に
渡
し
た
丸
太
を
大
引
き

と
し
て
直
行
す
る
根
太
天
井
と
す
る
（
写
真
１
）。

大
引
き
は
彫
刻
し
た
肘
木
を
充
て
て
柱
で
支
え
る
。

肘
木
は
唐
草
状
の
繰
り
型
を
繰
り
返
し
て
先
端
ま

で
伸
ば
し
、
彩
色
が
描
か
れ
る
（
写
真
２
）。
柱

は
八
角
状
の
も
の
。
丸
型
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
、

チ
ベ
ッ
ト
は
、
吐
蕃
王
国
最
盛
期
に
あ
た
る
８

世
紀
か
ら
９
世
紀
に
広
大
な
領
土
を
誇
り
、
北
は

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
南
は
ネ
パ
ー
ル
に
ま
で
国
境
線

を
拡
大
し
、
そ
れ
ら
の
諸
地
域
に
お
い
て
は
、
言

語
か
ら
習
俗
に
至
る
ま
で
チ
ベ
ッ
ト
文
化
を
遺
し

て
い
る
。
９
世
紀
に
吐
蕃
王
国
が
瓦
解
し
た
後
も
、

14
世
紀
頃
ま
で
チ
ベ
ッ
ト
語
は
公
用
語
と
し
て
中

央
ア
ジ
ア
諸
地
域
で
使
用
さ
れ
続
け
、
ま
た
一
方

で
チ
ベ
ッ
ト
族
の
仏
教
教
団
が
元
朝
を
施
主
に
迎

え
入
れ
る
な
ど
、
広
大
な
範
囲
に
そ
の
文
化
を
維

持
し
続
け
た
。
こ
の
文
化
的
影
響
を
蒙
っ
た
ア
ジ

ア
の
諸
地
域
は
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏
と
呼
ば
れ
、
そ

の
跡
を
色
濃
く
留
め
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
の
大
部
分
は
現
在
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト

自
治
区
と
呼
ば
れ
る
が
、
か
つ
て
は
芸
術
と
技
術

の
粋
を
尽
く
し
て
作
ら
れ
た
仏
教
寺
院
は
各
地
に

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
寺
院
建
築　

概
観
と
建
築
工
法

ラ
サ
市
近
郊
の

寺
院
建
築
と
工
法

チベット・ラマ教
の建物調査
［ 上 編 ］

菅澤　茂

工学院大学客員研究員
元京都府文化財保護課専門幹
上級文化財保存修理技術者 
1級建築士 消防設備士
1953年 東京都生まれ

修理歴／
国宝本願寺阿弥陀堂・御影堂 国宝知恩院三門・経堂
重要文化財清水寺三重塔、国宝高山寺石水院五所堂
重要文化財自玉手祭来酒解神社神輿庫
重要文化財伊佐家住宅
土蔵 重要文化財妙心寺庫裏 重要文化財教王護国寺東大門
国宝教王護国寺五重塔ほか各保存修理事業担当
史跡西本願寺総合防災監修
重要文化財出雲大神宮本殿防災防犯事業監修

現在／
知恩院御影堂保存修理局顧問
㈱安井杢工務店技術顧問
ユネスコ世界遺産ウガンダ共和国カスビ王墓復旧（防災部門）
UNESCO契約建築家
鹿児島県史跡鶴丸城御楼門復元工事顧問

著書論文／
人面鳥と有翼人のイメージに見る東西文化の交流
（2003 ソフトマシン）
高山寺石水院五所堂の旧葺板ついて
（2010 関西大学図書館紀要）
大谷光瑞の生涯に関わる建築について（2011 勉誠出版）
築地本願寺修復・伊東忠太（2012 東京人）
大谷明如・光瑞の別邸三夜荘について
（2016 建築学会大会報告）

すがさわ・しげる

写真 １　子院内部天井

写真 ３　陸屋根叩き仕上げ

(一社)京都府建築士会
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最
大
級
の
建
築
物
で
あ
る
（
写
真
９
・
10
）。
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
及
び
チ
ベ
ッ
ト
在
来
政
権
の
中
心
で

あ
り
、
ポ
タ
ラ
の
名
は
観
音
菩
薩
の
住
む
と
さ
れ

る
補
陀
落
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
拠
る
。
当
初

は
、
７
世
紀
半
ば
に
チ
ベ
ッ
ト
を
統
一
し
た
吐
蕃

第
33
代
ソ
ン
ツ
ェ
ン
・
ガ
ン
ポ
王
（
５
８
１
〜
６

４
９
）
が
マ
ル
ポ
リ
の
丘
に
築
い
た
宮
殿
と
伝
え

ら
れ
、
17
世
紀
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
5
世
（
１
６
１

７
〜
１
６
８
２
）
が
増
築
し
規
模
が
大
き
く
拡
充

さ
れ
た
。
中
核
部
は
、
政
治
的
空
間
の
白
宮
と
宗

教
的
空
間
の
紅
宮
と
呼
ば
れ
る
２
つ
の
領
域
に
大

き
く
分
け
る
。
白
宮
は
、
歴
代
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の

居
住
と
政
治
的
な
執
務
に
あ
て
ら
れ
た
領
域
で
１

６
４
５
年
か
ら
８
年
の
歳
月
を
か
け
て
建
造
さ
れ

外
壁
が
白
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
白
宮

と
呼
ば
れ
る
。
下
層
は
集
団
謁
見
の
東
大
殿
が
あ

り
、
最
上
層
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
寝
室
居
住
の

場
に
な
る
「
日
光
殿
」
が
あ
り
、
南
向
き
の
ガ
ラ

ス
窓
に
よ
り
明
る
く
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
市
街
を
望
む
。

１
９
９
４
年
、
周
辺
遺
跡
と
合
わ
せ
て
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
登
録
。
２
０
０
０
年
に

ジ
ョ
カ
ン
（
大
昭
寺
）、
２
０
０
１
年
に
ノ
ル
ブ

リ
ン
カ
が
拡
大
登
録
さ
れ
て
い
る
。

大
昭
寺
は
ソ
ン
ツ
ェ
ン
・
ガ
ン
ポ
王
に
嫁
い
で

き
た
唐
の
皇
女
文
成
公
主
（
６
２
３
〜
６
８
０
）

に
よ
り
７
世
紀
に
建
立
さ
れ
て
い
る
（
写
真
11
・

12
・
13
）。

「
４
月
号
へ
続
く
」

四
角
状
の
も
と
数
種
あ
る
。
さ
ら
に
陸
屋
根
は
天

井
に
渡
し
た
丸
太
上
に
細
枝
を
敷
き
並
べ
て
土
を

置
き
叩
き
仕
上
げ
る
。
叩
き
仕
上
げ
は
岩
塩
を
水

に
溶
か
し
土
に
含
ま
せ
て
つ
き
固
め
て
い
た
。
陸

屋
根
の
周
縁
部
は
パ
ラ
ペ
ッ
ト
状
の
壁
を
立
ち
上

げ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
頂
部
は
、

洗
い
出
し
仕
上
げ
に
な
る
（
写
真
３
）。
ラ
サ
市

の
セ
ラ
寺
で
、
こ
の
屋
根
仕
上
げ
の
工
程
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
10
歳
か
ら
15
歳
位
の
少
年
少

女
が
叩
き
仕
上
げ
、
洗
い
出
し
磨
き
、
日
干
し
煉

瓦
運
び
等
に
従
事
し
て
い
た
（
写
真
４
・
５
・
６
）。

聞
け
ば
、
夕
方
ま
で
作
業
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

放
課
後
の
仕
事
か
朝
か
ら
仕
事
し
て
い
る
の
か
は

疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
叩
き
作
業
は
、

背
丈
ほ
ど
の
木
棒
の
先
端
に
平
た
い
石
を
取
り
付

け
て
、
先
端
直
径
10
〜
15
㎝
程
の
つ
き
棒
に
な
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
青
年
は
掛
け
声
を
掛
け
、
全
員
で
労

働
歌
を
歌
い
な
が
ら
縦
横
を
列
に
し
て
一
斉
に
つ

き
な
が
ら
行
進
す
る
。
塩
水
（
に
が
り
）
は
ジ
ョ

ウ
ロ
に
容
れ
て
行
進
に
先
立
ち
リ
ー
ダ
ー
が
撒
い

て
叩
き
締
め
て
い
た
。
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
洗
い
出
し

磨
き
は
年
長
の
少
年
少
女
の
仕
事
に
な
り
、
ハ
ケ

で
塩
水
を
含
ま
せ
た
後
、
平
た
い
石
を
ナ
イ
ロ
ン

の
よ
う
な
袋
に
包
み
磨
き
仕
上
げ
と
し
て
い
た

（
写
真
７
・
８
）。
い
ず
れ
の
作
業
も
少
年
少
女
の

仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。
セ
ラ
寺

は
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
、
探
検
家
で
黄
檗
宗

の
僧
で
あ
っ
た
河か
わ

口ぐ
ち

慧え

海か
い

（
１
８
６
６
〜
１
９
４

５
）
が
仏
典
を
求
め
て
滞
在
し
た
ゲ
ル
グ
派
の
大

寺
院
で
あ
り
、
当
時
の
僧
院
が
現
存
し
て
い
る
。

ラ
サ
の
中
心
に
あ
る
ポ
タ
ラ
宮
は
標
高
３
、７

０
０
ｍ
に
位
置
し
、
13
階
建
て
、
基
部
か
ら
の
総

高
１
１
７
ｍ
、
全
長
約
４
０
０
ｍ
、
建
築
面
積
１

３
、０
０
０
㎡
、
部
屋
数
２
、０
０
０
に
な
る
世
界

ポ
タ
ラ
宮
の
建
築

写真 １　子院内部天井

写真 ２　陸屋根　天井大引と肘木

写真 ３　陸屋根叩き仕上げ

写真 ４　セラ寺

写真 ５　セラ寺コンクリート練

写真 ６　セラ寺子院建築現場

写真 ７　陸屋根　パラペット仕上

写真 ８　陸屋根　洗い出し磨き 

写真 ９　ポタラ宮全景

写真10　ポタラ宮

写真11　大昭寺ジョカン

写真12　大昭寺の巡礼者

写真13　大昭寺　廻廊の壁画と柱

(一社)京都府建築士会
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特　集

る
。
出
桁
の
先
端
は
雪
豹
の
彫
刻
に
な
り
、
白
色

に
塗
ら
れ
て
豹
の
体
毛
の
よ
う
な
文
様
を
描
い
て

い
る
（
写
真
３
）。
釈
迦
堂
の
入
口
は
西
に
面
し

て
上
辺
を
短
く
し
た
台
形
型
に
な
り
木
枠
を
二
重

三
重
に
嵌
め
て
、
厚
い
１
枚
板
の
木
扉
を
片
開
き

と
す
る
（
写
真
４
）。
前
述
の
よ
う
に
一
般
的
な

寺
院
建
築
の
構
造
は
壁
構
造
で
、
周
囲
の
壁
は
日

干
し
版
築
壁
と
し
て
い
る
。
規
模
の
大
き
な
仏
堂

で
は
壁
厚
が
２
メ
ー
ト
ル
程
に
な
り
、
こ
の
厚
い

壁
に
陸
屋
根
を
支
え
る
大
引
き
と
根
太
が
置
か
れ

る
。
根
太
の
上
は
御
柳
と
呼
ば
れ
る
小
枝
を
敷
き

詰
め
て
、
厚
み
は
２
尺
を
超
え
る
が
、
さ
ら
に
土

を
敷
き
込
み
、
版
築
工
法
に
よ
り
つ
き
固
め
る
。

陸
屋
根
は
大
引
き
を
肘
木
と
柱
で
支
え
ら
れ
て
い

る
。
集
会
堂
の
柱
の
間
隔
は
、
２
・
５
メ
ー
ト
ル

か
ら
３
・
５
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
中
央
の
一
間
を

０
・
５
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
程
広
く
し
て
、

通
路
と
し
て
い
る
。
中
庭
型
集
会
堂
の
大
き
さ
は

柱
の
列
数
を
基
本
と
し
て
、
５
間
×
５
間
、
７
間

×
７
間
、
11
間
×
８
間
の
柱
間
に
な
る
。
中
庭
型

集
会
堂
を
囲
む
小
仏
堂
は
厚
い
壁
に
囲
ま
れ
る
の

で
、
平
面
が
正
方
形
の
場
合
は
中
央
に
柱
４
本
を

井
型
に
並
べ
、
柱
の
柱
頭
に
載
せ
る
肘
木
は
曲
面

が
連
続
し
て
先
端
に
向
か
っ
て
曲
面
が
収
斂
し
て

い
く
（
写
真
６
・
７
）。
肘
木
は
大
引
き
を
受
け

る
為
、
幅
広
に
な
っ
て
お
り
、
曲
面
の
巻
き
方
に

様
式
変
化
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
肘
木
と
柱
で
陸

屋
根
を
受
け
る
構
造
は
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
の
石
窟

寺
院
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
平
面
形
式
と
共
に
イ

ン
ド
の
仏
教
寺
院
か
ら
伝
播
し
た
も
の
で
あ
る
。

仏
殿
は
２
階
、
３
階
建
て
に
な
る
と
最
上
層
の
仏

堂
は
瓦
屋
根
に
な
り
、
寄
棟
や
入
母
屋
屋
根
に
な

り
、
２
手
先
の
斗
栱
が
軒
桁
を
受
け
て
い
る
。
斗

栱
は
嘴
状
の
尾
垂
木
が
挿
入
さ
れ
る
の
も
あ
り
、

屋
根
の
軒
先
が
反
り
上
り
も
見
ら
れ
る
。
瓦
に
よ

る
勾
配
屋
根
や
斗
栱
は
中
国
の
影
響
と
み
ら
れ
る
。

ラ
サ
地
区
の
大
昭
寺
や
シ
ガ
ッ
ツ
エ
地
方
の
薩サ

キ
ャ迦

南
寺※

註

、
夏シ
ャ
ル魯
寺
の
２
層
、
３
層
部
の
最
上
部
仏
堂

堂
を
配
置
し
て
、
７
本
×
４
面
＝
28
本
の
柱
を
立

て
、
中
央
部
は
吹
き
抜
け
に
な
り
採
光
窓
を
連
ね

て
陽
光
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
上
層
も
中
庭
型
平

面
に
な
り
、
中
庭
に
面
し
て
廻
廊
を
回
す
。
参
拝

者
は
西
に
面
し
た
広
場
か
ら
東
に
向
か
っ
て
入
る

と
、
大
き
な
中
庭
に
出
る
。
中
庭
に
面
し
た
壁
面

に
は
仏
伝
図
や
諸
尊
像
図
が
描
か
れ
て
参
拝
者
の

目
を
惹
き
つ
け
る
（
写
真
２
）。
中
央
仏
殿
の
入

口
は
西
に
面
し
て
お
り
、
道
内
に
入
る
と
天
井
が

架
か
る
中
庭
に
出
る
。
中
庭
の
中
央
部
は
長
台
が

置
か
れ
僧
侶
が
読
経
す
る
場
に
な
る
。
さ
ら
に
参

拝
者
は
、
周
囲
の
壁
面
に
沿
っ
て
右
回
り
に
巡
回

し
て
東
側
中
央
の
釈
迦
堂
に
入
り
巡
礼
の
目
的
を

達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
堂
内
は
無
窓
に
な
る
が

中
庭
中
央
部
は
天
井
が
高
く
な
り
、
上
部
に
窓
を

並
べ
て
、
陽
光
を
入
れ
て
い
る
。
中
央
の
釈
迦
堂

は
内
部
に
４
本
の
柱
を
建
て
天
井
大
引
き
を
井
桁

状
に
支
え
る
。
矩
形
中
庭
に
面
し
て
小
部
屋
を
並

べ
る
形
式
は
イ
ン
ド
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
の
僧
院
窟

に
類
似
し
て
お
り
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
寺
院
遺
構
に
共

通
し
て
い
る
。
集
会
堂
に
面
し
た
柱
の
柱
頭
部
は

両
端
が
曲
面
に
な
る
肘
木
を
載
せ
て
出
桁
を
受
け

は
瓦
葺
き
の
反
り
屋
根
、
入
母
屋
造
り
に
な
っ
て

お
り
大
規
模
寺
院
で
は
中
国
式
瓦
屋
根
に
す
る
よ

う
で
あ
る
。白

パ
ル
コ
ン
・
チ
ュ
ー
デ
居
寺
の
仏
塔
建
築

ラ
サ
か
ら
シ
ガ
ッ
ツ
エ
方
面
に
行
く
途
中
に
あ

る
白
居
寺
・
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
に
大
仏
塔
が
あ
る
（
写

真
８
・
９
）。
高
さ
40
メ
ー
ト
ル
、
基
部
の
平
面

積
２
，０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
四
面
八
角
形
に

な
り
、
床
面
は
５
層
に
な
り
、
各
層
の
外
に
庇
付

き
の
廻
廊
が
付
く
の
で
外
観
は
９
層
に
な
る
。

大
仏
塔
は
多
門
塔
と
呼
ば
れ
、
各
面
を
多
角
形

に
し
て
初
重
20
室
、
二
重
16
室
、
三
重
20
室
、
四

重
12
室
、
五
重
４
室
、
六
重
１
室
４
面
仏
、
七
重

１
室
４
面
仏
、
八
重
１
室
１
仏
座
、
九
重
相
環
に

な
り
、
総
数
76
仏
龕
、
１
０
８
窓
門
に
な
る
（
写

真
10
・
11
）。
構
造
は
版
築
基
壇
で
、
各
層
を
版

築
壁
で
固
め
な
が
ら
層
を
作
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
（
写
真
12
）。
版
築
壁
の
外
周
部
は
自
然
石
や

大
き
め
の
砕
石
を
貼
り
付
け
て
、
表
面
を
漆
喰
ま

た
は
白
土
を
塗
り
外
観
を
白
く
見
せ
て
い
る
。
各

層
の
廻
廊
は
巡
礼
者
が
歩
く
よ
う
に
な
る
が
、
端

部
は
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
洗
い
出
し
仕
上
げ

に
す
る
。標
高
４
，０
０
０
メ
ー
ト
ル
地
帯
な
の
で
、

日
射
は
厳
し
く
、
全
体
を
白
く
輝
か
せ
て
い
る
。

相
輪
は
最
上
層
に
柱
を
立
て
、
木
板
を
環
状
に
並

べ
て
吊
り
下
げ
、
周
囲
を
円
錐
状
に
し
て
い
る
。

最
頂
部
は
板
を
周
囲
に
吊
り
下
げ
て
円
錐
状
に
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
蓋
の
上
に
３
連
の
宝
珠
を

立
て
て
、
金
箔
張
り
の
銅
板
を
包
ん
で
い
る
。
相

輪
は
全
体
に
金
箔
が
貼
り
付
け
て
黄
金
色
に
輝
い

て
い
る
。

大ジ
ョ
カ
ン昭
寺
の
仏
堂
建
築

前
述
し
た
７
世
紀
前
半
に
チ
ベ
ッ
ト
を
統
一
し

た
ソ
ン
ツ
ェ
ン
・
ガ
ン
ポ
王
（
在
位
５
８
１
〜
６

４
９
年
）
は
唐
の
太
宗
の
王
女
・
文
成
公
主
（
６

２
３
〜
６
８
０
）
と
ネ
パ
ー
ル
の
王
女
テ
ィ
ソ
ン

の
二
人
を
妃
と
し
て
迎
え
て
い
る
。
こ
の
二
人
の

婚
姻
に
よ
っ
て
中
国
仏
教
と
イ
ン
ド
仏
教
が
チ
ベ

ッ
ト
に
も
た
ら
さ
れ
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
大
昭

寺
は
ガ
ン
ポ
王
が
亡
く
な
っ
た
６
５
０
年
頃
に
二

人
の
妃
た
ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
最
初
の
寺
院
に
な
る
。
寺
は
通
称
「
ジ
ョ
カ
ン

寺
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
ジ
ョ
ッ
ポ
・
シ
ャ
キ
ャ
ム

ニ
（
釈
迦
尊
像
）
の
カ
ン
（
堂
）
を
通
称
し
て
お

り
、
語
意
か
ら
釈
迦
堂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
寺

院
配
置
図
（
西
蔵
仏
教
寺
考
古
宿
白
１
９
９
６
文

物
出
版
社
）（
写
真
１
）
を
見
る
と
、
中
央
仏
殿

は
イ
ン
ド
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
の
仏
教
寺
院
の
僧
院

窟
に
な
る
。
外
壁
は
約
44
メ
ー
ト
ル
四
方
の
２
階

建
に
な
り
、
中
央
に
約
30
メ
ー
ト
ル
四
方
の
集
会

チベット・
ラマ教の
建物調査
［ 下 編 ］

菅澤　茂

工学院大学客員研究員
元京都府文化財保護課専門幹
上級文化財保存修理技術者 
1級建築士 消防設備士
1953年 東京都生まれ

すがさわ・しげる

※
註薩

迦
寺
は
南
寺
と
北
寺
が
あ
り
、
薩
迦
北
寺
は
文
化
大

革
命
時
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
薩
迦
南
寺
が
サ
キ

ャ
派
の
本
山
と
し
て
往
時
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

(一社)京都府建築士会
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シ
ガ
ッ
ツ
エ
か
ら
さ
ら
に
標
高
を
上
げ
ネ
パ
ー

ル
国
境
に
近
い
標
高
４
，４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山

上
に
あ
る
澎プ
ン
ツ
ヲ
ク
リ
ン

褚
林
寺
の
多
門
塔
を
調
査
し
た
。
山

麓
に
あ
る
寺
院
は
17
世
紀
初
期
に
な
り
、
仏
殿
は

中
庭
型
に
な
り
、
中
央
の
集
会
堂
は
８
列
×
８
本

＝
64
本
の
柱
を
林
立
さ
せ
て
い
る
。
出
入
口
を
除

く
３
方
の
壁
面
は
中
央
に
扉
を
設
け
た
小
仏
堂
が

３
室
、
配
置
さ
れ
て
い
る
。
７
間
×
７
間
の
柱
を

中
央
に
各
四
面
の
中
央
に
仏
堂
が
付
き
出
入
口
を

広
間
に
面
し
て
開
け
る
（
写
真
13
・
14
）。
寺
院

か
ら
山
道
を
２
キ
ロ
登
っ
た
所
に
大
仏
塔
が
残
っ

て
い
る
。
建
築
年
代
は
14
世
紀
頃
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
外
観
は
７
層
に
な
り
、
初
重
20
室
、
二
重

が
20
室
、
三
重
、
四
重
、
五
重
が
１
室
８
面
仏
、

六
重
１
室
４
面
仏
、
七
重
、
相
輪
か
ら
な
る
（
写

真
15
・
16
）。

今
回
調
査
し
た
２
基
の
多
宝
塔
は
、
各
々
７
層

と
９
層
か
ら
成
る
が
、
平
面
は
八
角
形
を
基
本
と

し
て
、
東
西
南
北
の
４
方
向
に
面
す
る
仏ぶ
つ
龕が
ん

室
を

中
心
と
し
て
、
左
右
に
小
室
を
配
置
す
る
平
面
が

共
通
し
て
い
る
。
中
央
室
の
平
面
は
凸
型
に
な
り

中
央
に
阿
弥
陀
仏
、
左
右
に
脇
侍
を
安
置
し
て
い

る
。
各
室
の
壁
面
は
彩
色
仏
画
を
描
き
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
の
守
り
神
に
な
る
鬼
面
神
像
を
描
き
、
鮮
や

か
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
は
雨
の
少
な
い
高
地
の
為
、

彩
色
画
の
保
存
も
概
し
て
良
好
で
あ
っ
た
が
、
仏

龕
室
の
屋
上
は
廻
廊
に
な
る
た
め
、
雪
や
雨
が
残

る
と
溶
け
出
し
て
内
部
に
浸
透
し
て
い
る
。
工
法

は
両
塔
に
版
築
壁
の
表
面
に
岩
を
貼
り
付
け
白
土

を
塗
る
。
相
輪
は
環
状
の
板
壁
と
天
板
か
ら
成
り
、

金
箔
を
貼
り
付
け
て
輝
い
て
い
る
。
八
角
を
基
本

と
し
た
多
角
形
の
多
門
塔
形
式
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
釈
迦
牟
尼
仏
と
諸
神
を
置
く
た
め
の
階
段
状
の

建
築
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
、
中
国
で
は
垂
直
方
向

に
細
長
い
木
塔
形
式
と
異
な
る
。
な
お
、
中
国
の

仏
塔
は
各
層
に
釈
迦
仏
や
階
段
状
の
菩
薩
像
を
安

置
し
て
い
る
。
土
壇
形
式
は
パ
キ
ス
タ
ン
・
ガ
ン

ダ
ー
ラ
の
多
層
型
の
仏
塔
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

写真１　大昭寺 配置図

写真２　大昭寺 廻廊の壁画と柱

写真３　大昭寺 中央仏殿柱頭彫刻と柱

写真４　大昭寺 釈迦牟尼仏堂入口

写真５　夏魯寺 集会堂の柱と持送り

写真６　夏魯寺 仏殿

写真７　夏魯寺 三門仏殿入口

写真８　白居寺 多門塔

写真９　白居寺 大仏殿正面

(一社)京都府建築士会
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さ
い
ご
に

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
を
調
査
し
て
い
る
と
厳
し

い
自
然
環
境
の
中
で
生
と
死
が
隣
り
合
わ
せ
に
あ

る
こ
と
が
判
る
。
壁
に
描
か
れ
た
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
い
神
像
は
、
恐
ろ
し
い
形
相
で
人
間
を
掴
ん
で
、

迫
力
が
あ
る
神
像
の
周
囲
に
は
仏
教
を
伝
え
た
チ

ベ
ッ
ト
人
ラ
マ
僧
の
姿
を
壁
面
に
描
い
て
、
チ
ベ

ッ
ト
の
成
り
立
ち
を
絵
画
的
に
見
せ
て
い
る
。
大

寺
院
の
壁
に
は
、
寺
院
建
築
の
過
程
が
描
か
れ
て

お
り
、
僧
侶
が
建
築
現
場
の
指
導
に
立
っ
て
い
る
。

中
国
式
の
服
を
着
た
男
は
技
術
者
の
よ
う
で
、
僧

侶
と
話
し
て
い
る
。
建
築
職
人
は
版
築
壁
を
築
き
、

日
干
し
煉
瓦
を
作
っ
て
背
中
に
負
っ
て
運
ん
で
い

る
。
日
本
で
は
「
喜
多
院
職
人
尽
絵
」
等
に
建
築

現
場
が
描
か
れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
宝
教
王
護
国
寺
御
影
堂
の
内
陣
脇
室
の
障
壁
画

に
建
築
職
人
が
柱
を
建
て
、
手
斧
を
振
る
う
姿
が

描
か
れ
て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
の
壁
画
と
比

較
し
て
み
た
い
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
、
イ
ン
ド
で

生
ま
れ
た
仏
教
を
７
世
紀
か
ら
８
世
紀
に
直
接
取

り
入
れ
た
原
典
に
近
い
教
義
を
変
わ
ら
ず
に
伝
え

て
い
る
が
、
寺
院
建
築
も
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ

か
ら
伝
わ
る
技
術
を
遺
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
寺
院
の
柱
は
八
角
が
多
く
、
柱
頭
に
大

斗
を
置
き
、
実
肘
木
を
の
せ
、
曲
面
彫
刻
の
連
続

す
る
長
肘
木
は
日
本
古
建
築
の
柱
と
大
斗
、
肘
木

の
関
係
と
共
通
し
て
お
り
、
源
流
は
イ
ン
ド
方
面

か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
民
家
は
壁
構
造
に
な

り
一
部
を
２
階
３
階
建
て
と
す
る
。
壁
は
日
干
し

煉
瓦
積
み
に
な
り
、
壁
構
造
に
な
る
。
訪
問
し
た

家
で
は
、
１
階
は
家
畜
小
屋
に
な
っ
て
お
り
、
１

階
に
竈
を
置
い
て
い
る
。
２
階
が
居
間
に
な
る
と

み
ら
れ
、
概
し
て
風
通
し
よ
く
、
１
階
屋
根
上
を

ベ
ラ
ン
ダ
と
し
て
い
る
。
ベ
ラ
ン
ダ
は
外
部
か
ら

直
接
上
れ
る
階
段
が
付
く
。
１
階
は
周
囲
の
地
面

か
ら
30
セ
ン
チ
程
下
が
っ
て
い
る
。
出
入
口
の
扉

は
厚
い
板
を
２
〜
３
枚
、
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

２
階
居
間
に
長
台
を
置
き
敷
物
を
懸
け
て
い
る

が
、
寝
台
に
使
わ
れ
る
。
標
高
３
，０
０
０
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
自
然
環
境
で
、
調
査
し
た
９
月
初

旬
の
夜
間
は
、
雲
が
近
づ
く
と
霰

あ
ら
れが
降
っ
て
き
て

辺
り
一
面
を
氷
の
粒
で
真
っ
白
に
し
て
し
ま
う
。

産
業
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
牧
畜
と
畑
作
で
あ

る
。
草
原
の
向
こ
う
か
ら
羊
の
群
れ
が
近
づ
い
て

く
る
が
、
遙
か
遠
く
に
い
る
羊
飼
い
が
見
張
っ
て

い
る
。
道
端
を
歩
く
人
々
は
、
羊
毛
を
糸
巻
に
撚

り
を
懸
け
て
巻
き
付
け
て
い
る
。
西
蔵
鉄
道
が
ラ

サ
か
ら
シ
ガ
ッ
ツ
エ
へ
と
西
方
に
延
長
し
て
お
り
、

チ
ベ
ッ
ト
は
急
速
に
観
光
地
（
中
国
化
）
に
変
貌

し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
の
人
た
ち
は

ウ
イ
グ
ル
族
に
な
る
が
、
民
族
と
し
て
自
立
す
る

に
は
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
情
報
は

伝
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
伝
統
と
文
化
を
守
っ
て

い
る
現
在
が
、
昔
な
が
ら
の
チ
ベ
ッ
ト
を
訪
問
す

る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。

写真12　白居寺 多門塔断面スケッチ写真15　澎褚林寺 多門塔

写真10　白居寺 多門塔初重西中央室の持送り

写真11　白居寺 多門塔持送りスケッチ

写真13　澎褚林寺 仏殿

写真14　澎褚林寺 集会堂壁画

写真16　澎褚林寺 多門塔スケッチ

(一社)京都府建築士会
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特　集

し
た
仏
教
は
、
釈
迦
の
死
後
の
紀
元
前
後
に
、
実

践
的
で
民
衆
に
根
づ
い
た
大
乗
仏
教
が
興
起
し
て

発
展
す
る
。
マ
ウ
リ
ヤ
朝
の
ア
シ
ョ
ー
カ
や
、
ク

シ
ャ
ン
朝
の
カ
ニ
シ
カ
な
ど
の
王
の
庇
護
下
、
７

〜
８
世
紀
頃
ま
で
栄
え
、
そ
の
後
イ
ン
ド
で
は
衰

退
す
る
。
し
か
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
に

は
上
座
部
系
の
南
方
仏
教
が
広
ま
り
、
西
イ
ン
ド
、

中
央
ア
ジ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
大
乗
仏
教
と
し
て

密
教
が
伝
え
ら
れ
る
。
日
本
に
は
、
６
世
紀
中
頃
、

５
５
２
（
欽
明
13
）
年
に
朝
鮮
半
島
を
経
て
伝
来

し
た
と
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
は
当

初
、
創
始
者
の
釈
迦
そ
の
も
の
を
偶
像
と
し
て
崇

拝
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
が
、
紀
元
前
３
２
７
年

の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
侵
攻
に
よ
り

ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
影
響
に
よ
り
、
紀
元
１
世
紀
前

後
に
仏
陀
像
を
創
造
し
て
い
く
。
北
イ
ン
ド
・
ガ

ン
ダ
ー
ラ
を
訪
れ
た
中
国
僧
に
よ
る
仏
典
の
漢
訳

が
行
わ
れ
た
の
は
２
世
紀
頃
の
こ
と
で
、
法
顕
の

イ
ン
ド
巡
礼
（
３
９
５
〜
４
１
４
年
）
や
玄
奘
の

イ
ン
ド
巡
礼
（
６
２
９
〜
６
４
４
年
）
が
有
名
で

あ
る
が
、
中
国
か
ら
の
巡
礼
者
た
ち
は
仏
典
に
触

れ
る
た
め
に
、
仏
教
の
源
泉
た
る
北
イ
ン
ド
へ
と

旅
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東

部
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部
に
か
け
て
存
在
し
た

古
代
王
国
で
、
カ
ー
ブ
ル
川
北
岸
に
位
置
し
、
東

端
は
イ
ン
ダ
ス
川
を
越
え
て
カ
シ
ミ
ー
ル
渓
谷
境

界
部
ま
で
達
す
る
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
王
国
は
紀
元
前

６
世
紀
〜
11
世
紀
の
間
存
続
す
る
が
、
マ
ウ
リ
ヤ

朝
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
王
の
孫
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は

熱
心
な
仏
教
徒
と
な
り
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
多
く
の

仏
塔
を
建
立
し
た
。
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
と
タ
ク
シ
ラ

に
は
こ
の
時
代
の
仏
塔
と
仏
寺
の
遺
構
が
数
多
く

残
る
。
カ
ニ
シ
カ
王
（
在
位
／
１
２
８
年
〜
１
５

１
年
）
統
治
下
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
繁
栄
し
、
多
く

の
仏
教
建
造
物
が
建
立
さ
れ
た
。
カ
ニ
シ
カ
王
に

よ
り
仏
教
が
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
極
東
に
ま
で
広
が

り
仏
教
は
ア
ジ
ア
全
域
に
広
が
る
。
カ
ニ
シ
カ
王

の
死
後
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
支
配
下
に

入
る
が
、
ク
シ
ャ
ン
族
に
よ
り
引
き
続
き
仏
塔
建

立
や
大
仏
像
が
建
て
ら
れ
、
磨
崖
仏
が
彫
ら
れ
て

い
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
隆
盛
に
な
る
と
、
仏
教

寺
院
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
今
回
調
査
し
た
仏
教

遺
跡
は
中
国
僧
が
巡
礼
し
た
５
世
紀
頃
か
ら
10
世

紀
頃
の
製
作
と
み
ら
れ
て
い
る
。

三　

カ
ラ
コ
ル
ム・ハ
イ
ウ
ェ
イ

と
三
川
合
流
地
域

古
街
道
に
重
な
る
カ
ラ
コ
ル
ム
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ

は
中
華
人
民
共
和
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
最
西

部
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
ギ
ル
ギ
ッ
ト
・
バ
ル
テ
ィ
ス

タ
ン
州
を
結
び
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
を
横
断
す
る
道

路
で
、
海
抜
４
，６
９
３
メ
ー
ト
ル
の
ク
ン
ジ
ュ

ラ
ブ
峠
を
通
る
山
岳
道
路
で
あ
る
が
、
岩
絵
や
岸

壁
に
掘
ら
れ
た
浮
彫
が
道
路
沿
い
に
見
ら
れ
る
。

岩
絵
は
、
巡
礼
者
に
よ
る
仏
画
と
動
物
、
狩
猟

図
に
大
別
さ
れ
る
。
仏
画
は
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
寺

院
が
描
か
れ
、
釈
迦
像
、
菩
薩
像
、
巡
礼
者
が
彫

ら
れ
て
い
る
（
写
真
１
・
２
）。
狩
猟
図
は
紀
元

前
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
、
大
カ
モ

シ
カ
は
角
が
大
き
く
円
を
描
か
れ
、
狩
猟
者
た
ち

が
、
馬
に
乗
り
狩
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
。
線
刻
さ
れ
た
岩
は
赤
茶
け
た
花
崗
岩
と
み
ら

れ
、
石
器
に
よ
り
彫
ら
れ
て
い
た
。
岩
絵
が
多
く

残
る
チ
ラ
ス
は
乾
燥
地
で
気
温
が
高
く
、
樹
木
の

少
な
い
砂
漠
に
囲
ま
れ
て
お
り
カ
ラ
コ
ル
ム
・
ハ

イ
ウ
ェ
イ
の
中
継
地
に
な
る
。
付
近
を
流
れ
る
イ

ン
ダ
ス
川
は
幅
広
で
浅
く
、
イ
ン
ダ
ス
川
を
渡
渉

す
る
場
所
に
な
る
た
め
、
川
沿
い
の
古
道
に
は
巡

礼
者
や
旅
人
に
よ
っ
て
河
川
敷
に
転
が
る
岩
に
線

刻
画
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
特

に
仏
教
僧
に
よ
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
（
仏
塔
）
を
題
材

と
し
て
い
る
も
の
が
多
く
残
る
。

ギ
ル
ギ
ッ
ト
か
ら
チ
ラ
ス
に
向
か
う
途
中
に
イ

ン
ダ
ス
川
と
ギ
ル
ギ
ッ
ト
川
の
合
流
地
点
が
あ
り
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
、
イ
ン
ダ
ス
川
と
ギ
ル
ギ
ッ
ト
川

の
間
に
位
置
す
る
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
ク
シ
ュ
山
脈
の
合
流
地
点
が
あ
り
展
望
台
が
置

て
イ
ン
ダ
ス
川
流
域
の
岩
絵
の
調
査
し
な
が
ら
遺

跡
の
残
る
村
々
を
訪
ね
た
。
チ
ラ
ス
か
ら
ス
ワ
ー

ト
を
迂
回
す
る
時
に
標
高
４
，０
０
０
メ
ー
ト
ル

の
峠
を
越
え
て
い
る
が
道
路
は
舗
装
さ
れ
て
お
り
、

車
の
移
動
は
存
外
に
楽
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
は
仏
教
伝
播
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
言

う
べ
き
地
域
で
、
現
在
は
カ
ラ
コ
ル
ム
・
ハ
イ
ウ

ェ
イ
と
呼
ば
れ
る
幹
線
に
沿
っ
て
い
る
。
仏
教
遺

跡
は
、
道
路
の
脇
や
イ
ン
ダ
ス
川
の
河
川
敷
に
遺

る
古
道
に
点
在
し
て
い
る
。
遺
跡
は
大
部
分
が
岩

に
刻
ま
れ
た
線
刻
画
で
、
題
材
は
狩
猟
す
る
人
、

動
物
、
仏
塔
、
総
数
は
２
０
，０
０
０
点
を
数
え

る
と
い
わ
れ
る
が
、
現
在
、
中
国
と
の
協
力
事
業

「
一
帯
一
路
」
に
よ
る
道
路
整
備
が
行
わ
れ
て
お

り
、
岩
絵
の
保
存
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

調
査
は
実
測
図
作
成
と
写
真
記
録
を
行
い
、
併
せ

て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
座
標
を
計
測
し
た
。 

二　

巡
礼
道
の
成
立

調
査
の
対
象
と
す
る
岩
絵
や
浮
彫
り
は
仏
教
に

基
づ
く
た
め
、
当
地
に
お
け
る
仏
教
の
概
要
を
以

下
に
述
べ
る
。
紀
元
前
５
０
０
年
頃
に
北
イ
ン
ド

で
釈
迦
（
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
）
が
創
始

一　

は
じ
め
に

本
調
査
は
広
島
市
立
大
学
・
服
部
等
作
教
授
を

代
表
と
し
て
科
学
研
究
助
成
費
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
め

ぐ
り
展
開
さ
れ
た
密
教
工
芸
の
造
形
と
表
現
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
信
仰
の
拠
点
と
巡
礼
・
交
易
路
を

関
連
さ
せ
な
が
ら
基
層
的
な
研
究
に
属
す
る
も
の

で
、
平
成
29
年
９
月
18
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
計

13
日
間
に
実
施
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
イ
ン
ダ
ス

川
流
域
に
遺
る
仏
教
遺
跡
調
査
に
つ
い
て
概
要
を

報
告
す
る
も
の
で
す
。

旅
程
は
関
空
か
ら
タ
イ
経
由
で
首
都
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
に
入
り
、
国
内
空
路
で
標
高
２
，５
０
０

メ
ー
ト
ル
の
ス
カ
ル
ド
ウ
に
入
り
、
以
降
陸
路
で

ギ
ル
ギ
ッ
ト
、
チ
ラ
ス
、
ス
ワ
ー
ト
、
タ
キ
シ
ラ
、

シ
ル
カ
ッ
プ
を
廻
り
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
戻
り
帰

国
し
た
も
の
で
参
加
者
は
代
表
の
服
部
教
授
と
筆

者
の
２
人
で
あ
っ
た
。
ス
ワ
ー
ト
地
域
は
タ
リ
バ

ン
勢
力
下
に
あ
っ
た
為
、
軍
警
察
か
ら
入
域
禁
止

の
指
示
が
あ
り
周
辺
を
迂
回
し
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
方

面
に
抜
け
た
。
標
高
２
，５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ス

カ
ル
ド
ウ
か
ら
標
高
１
，５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
チ

ラ
ス
ま
で
は
カ
ラ
コ
ル
ム
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
沿
っ

「仏教巡礼の道」の遺跡調査

パキスタン北部
インダス川流域
の岩絵調査
［ 上 編 ］

菅澤　茂

工学院大学客員研究員
元京都府文化財保護課専門幹
上級文化財保存修理技術者 
1級建築士 消防設備士
1953年 東京都生まれ

すがさわ・しげる

写真 １ インダス川沿い　巡礼道

写真 ３ ガルガー磨崖仏

(一社)京都府建築士会
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か
れ
て
お
り
、
周
囲
は
５
，０
０
０
メ
ー
ト
ル
か

ら
７
，０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
峰
に
囲
ま
れ
て
い

る
。
ギ
ル
ギ
ッ
ト
渓
谷
の
東
端
に
位
置
す
る
ギ
ル

ギ
ッ
ト
・
バ
ル
テ
ィ
ス
タ
ン
州
の
中
心
地
で
あ
る

ギ
ル
ギ
ッ
ト
は
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
植
民

地
時
代
は
イ
ギ
リ
ス
の
駐
屯
地
に
な
り
、
カ
シ
ミ

ー
ル
紛
争
発
端
の
地
で
も
あ
る
。

四　

巡
礼
道
の
遺
跡
調
査
抜
粋

ギ
ル
ギ
ッ
ト
の
中
心
よ
り
西
へ
６
キ
ロ

の
岩
山
に
７
世
紀
の
「
カ
ル
ガ
ー
磨
崖

仏 K
arga,B

uddha

」（
写
真
３
）
が
あ
り
標

高
１
，７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
に
浮
彫
り
さ
れ

て
い
る
。
基
壇
に
な
る
岩
座
か
ら
像
ま
で
の
高
さ

は
約
30
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
像
高
は
５
・
３
メ
ー

ト
ル
を
計
測
し
た
。
像
の
上
部
１
ヵ
所
と
両
側
各

５
ヵ
所
に
四
角
い
穴
が
穿
ら
れ
て
お
り
、
像
の
周

囲
は
木
造
の
覆
い
屋
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

基
壇
か
ら
高
さ
20
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
為
、
敦

煌
石
窟
の
中
央
に
あ
る
覆
い
屋
の
よ
う
な
前
室
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ス
カ
ル
ド
ウ
近
郊
の
標

高
２
，４
２
０
メ
ー
ト
ル
の
村
に
７
世
紀
の
「
マ

ン
サ
ル
磨
崖
仏 M

anthal,B
uddha

」（
写
真

４
）
が
あ
る
が
、
高
さ
６
・７
メ
ー
ト
ル
、
幅
７
・

７
メ
ー
ト
ル
の
巨
岩
に
釈
迦
を
中
心
に
千
体
仏
が

彫
ら
れ
、
両
脇
に
菩
薩
像
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い

る
。
釈
迦
像
の
上
部
に
四
角
い
穴
が
穿
か
か
れ
て

お
り
覆
い
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
ス

カ
ル
ド
ウ
か
ら
チ
ラ
ス
に
向
か
う
途
中
の
ガ
ズ
フ

ァ
／G

azupha

は
岩
山
が
連
な
る
山
岳
地
で
岩

山
を
縫
い
な
が
ら
越
え
る
巡
礼
路
が
残
っ
て
い
る
。

巡
礼
路
沿
い
に
幅
３
メ
ー
ト
ル
高
さ
２
メ
ー
ト
ル

前
後
の
岩
が
地
表
に
表
出
し
て
お
り
、
赤
茶
け
た

岩
肌
に
線
刻
が
見
ら
れ
る
。
仔
細
に
見
る
と
古
道

沿
い
の
多
く
の
岩
に
線
刻
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
（
写
真
５
）。
画
題
は
大
き
く
円
弧
に
な
っ
た

角
を
も
っ
た
カ
モ
シ
カ
が
多
く
描
か
れ
て
お
り
、

体
長
は
約
40
セ
ン
チ
高
さ
27
セ
ン
チ
に
な
る
。
動

物
の
周
囲
に
手
を
広
げ
た
人
や
大
き
な
弓
を
射
る

人
が
描
か
れ
て
い
る
。
カ
モ
シ
カ
の
よ
う
な
動
物

と
狩
猟
者
の
画
は
仏
教
以
前
の
古
代
に
描
か
れ
た

よ
う
に
見
え
る
。

岩
山
の
中
腹
に
ス
ト
ゥ
ー
パ
（
仏
塔
）
を
彫
り

画
い
た
も
の
が
あ
り
、
蓮
の
花
弁
を
台
座
に
３
段

の
基
壇
、
楕
円
型
の
塔
身
部
、
請
花
、
３
段
の
相

輪
、
宝
珠
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
実
測
す
る
と

総
高
さ
１
９
４
セ
ン
チ
、
基
壇
高
さ
46
セ
ン
チ
、

塔
身
高
さ
21
セ
ン
チ
、
相
輪
高
さ
75
セ
ン
チ
に
な

り
、
総
高
さ
の
２
分
の
１
が
相
輪
部
に
な
り
、
基

部
の
蓮
弁
座
の
幅
は
96
セ
ン
チ
に
な
り
総
高
さ
の

２
分
の
１
に
な
る
こ
と
が
判
る
。
同
地
区
の
や
や

低
い
と
こ
ろ
に
あ
る
大
き
な
岩
の
割
れ
目
に
ス
ト

ゥ
ー
パ
が
彫
り
描
か
れ
て
お
り
、
総
高
さ
１
９
８

セ
ン
チ
、
蓮
華
座
、
４
段
基
壇
、
楕
円
塔
身
部
、

請
花
、
13
段
相
輪
、
宝
珠
か
ら
な
り
、
相
輪
部
は

高
さ
１
０
３
セ
ン
チ
に
な
り
全
高
の
２
分
の
１
に

な
る
。
蓮
華
座
の
基
部
は
幅
１
メ
ー
ト
ル
に
な
り

総
高
さ
の
２
分
の
１
に
な
る
（
写
真
６
・野
帳
６
）。

こ
の
２
例
で
見
る
と
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
描
法
は
比
例

値
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
後
者
は

相
輪
の
段
数
が
13
段
に
な
る
が
、
奈
良
県
飛
鳥
の

談
山
神
社
十
三
重
塔
婆
を
連
想
さ
せ
る
。
ス
ト
ゥ

ー
パ
の
先
端
に
あ
る
宝
珠
は
型
に
な
っ
て
お
り

長
い
旗
が
棚
引
い
て
い
る
。

多
く
見
ら
れ
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
で
は
、
基
壇
は
３

段
が
多
く
、
基
壇
上
に
半
球
型
の
塔
身
部
が
載
り

中
央
に
火か

灯と
う

窓ま
ど

を
開
け
て
い
る
。
相
輪
は
５
段
か

ら
９
段
に
な
り
（
野
帳
７
・
８
）、
三
角
の
山
型

に
な
る
。
最
頂
部
は

型
の
中
央
部
を
さ
ら
に
伸

ば
し
て
旗
を
結
び
つ
け
て
棚
引
か
せ
て
い
る
。
総

高
さ
と
相
輪
部
に
比
率
は
２
分
の
１
と
３
分
の
１

が
あ
り
、
前
者
は
日
本
に
伝
わ
る
石
造
宝
塔
に
近

く
後
者
は
木
造
三
重
塔
、
五
重
塔
の
相
輪
部
の
比

率
に
相
当
す
る
こ
と
が
面
白
い
。
ま
た
実
測
値
は

尺
寸
に
近
く
、
日
本
に
伝
わ
る
仏
教
建
築
の
尺
度

単
位
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
起
点
と
す
る
仏
教
美
術

（
野
帳
９
・
10
）
に
根
拠
を
求
め
ら
れ
る
の
で
は

と
感
想
を
抱
い
た
。

写真 １　インダス川沿い　巡礼道

写真 ２　インダス川沿い　釈迦図

写真 ３　ガルガー磨崖仏

写真 ４　マンサル磨崖仏

写真 ５　ガズファ岩絵　狩漁者とカモシカ

野帳 ５　ガズファ岩絵　狩漁者とカモシカ

写真 ６　ガズファ岩絵　ストゥーパ

野帳 ６　ガズファ岩絵　ストゥーパ

野帳 ７　巡礼道　岩絵　ストゥーパ

野帳 ８　巡礼道　岩絵　３基のストゥーパ

野帳 ９　巡礼道　菩薩像とストゥーパ

野帳10　巡礼道　釈迦仏と侍者とシカ

(一社)京都府建築士会
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元
前
90
年
か
ら
同
30
年
の
サ
カ
・
パ
ル
テ
ィ
ア
時

代
、４
期
の
ク
シ
ャ
ー
ン
朝
時
代
に
分
け
ら
れ
る
。

最
初
の
都
市
遺
跡
は
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
計
画
に
基

づ
い
て
建
設
さ
れ
、
街
路
は
碁
盤
の
目
に
な
っ
て

住
居
や
寺
院
が
区
画
さ
れ
石
積
の
外
壁
が
遺
っ
て

い
る
（
図
３
）。
現
在
、
紀
元
前
４
世
紀
ギ
リ
シ

ャ
以
前
か
ら
ク
シ
ャ
ン
朝
ま
で
７
層
の
都
市
跡
が

発
掘
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
お
り
、
上
か
ら
２

層
目
は
パ
ル
テ
ィ
ア
時
代
の
も
の
に
な
る
。
約
５

０
０
ｍ
の
中
央
路
の
両
側
は
仏
教
寺
院
、
ジ
ャ
イ

ナ
教
寺
院
、
商
店
住
居
、
日
時
計
等
の
跡
が
残
っ

て
い
る（
図
４
・
５
）。
仏
教
寺
院
は
僧
院
と
ス

ツ
ー
パ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
ス
ツ
ー

パ
跡
は
円
周
状
に
並
ん
だ
礎
石
が
遺
る
。
海
抜
４

９
８
m
に
位
置
す
る
寺
院
は
大
型
に
な
り
街
路
か

ら
３
段
石
段
を
登
り
入
る
。
奥
行
は
南
北
33
・
７

ｍ
、
幅
は
東
西
17
・
８
ｍ
に
な
り
、
最
奥
は
半
円

状
の
外
壁
ま
た
は
石
塀
が
廻
り
、
半
円
の
中
に
直

径
９
・
３
ｍ
の
円
周
に
礎
石
を
並
べ
る
。
通
り
側

の
奥
行
12
・
９
ｍ
、
幅
７
・
２
ｍ
の
矩
形
状
は
沐

浴
場
と
み
ら
れ
る
。
タ
キ
シ
ラ
博
物
館
に
は
出
土

さ
れ
た
タ
イ
ル（
碑
）が
あ
り
、
表
面
の
模
様
に

蓮
華
や
水
草
が
描
か
れ
て
い
る
。
又
、
寸
法
は
約

27
〜
30
㎝
に
な
り
、
日
本
に
伝
わ
る
尺
寸
法
に
共

通
す
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
（
図
６
）。

中
央
路
を
南
に
行
く
と
ス
ツ
ー
パ
基
壇
が
２
か

所
あ
り
、
１
の
ス
ツ
ー
パ
は
南
北
18
ｍ
東
西
16
ｍ

の
基
壇
基
礎
に
３
段
の
壇
を
重
ね
て
最
上
部
に
直

径
５
ｍ
の
円
周
基
礎
石
が
遺
っ
て
い
る
。
初
重
の

基
壇
の
外
壁
は
高
さ
１
５
０
㎝
で
、
石
灰
岩
の
板

石
と
持
ち
送
り
付
き
石
柱
が
は
め
込
ま
れ
る
（
図

７
）。
石
柱
の
総
高
さ
47
㎝
、
上
部
は
幅
48
㎝
の

持
ち
送
り
に
な
る
。
石
板
の
中
間
に
イ
ン
ド
式
の

窓
枠
が
あ
り
、
尖
が
り
頂
部
に
双
頭
の
鳥
の
彫
刻

が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
の
が
有
名
で
あ
る
（
図

８
）。
柱
の
頂
部
は
イ
オ
ニ
ア
式
の
柱
頭
に
な
る
。

２
の
ス
ツ
ー
パ
は
基
壇
の
各
辺
３
・
85
ｍ
に
な
り
、

基
壇
高
さ
は
１
・
05
ｍ
に
な
る
。
中
央
に
円
周
状

の
礎
石
を
並
べ
て
直
径
２
・
３
ｍ
の
ス
ツ
ー
パ
跡

に
な
る
（
図
９
・
10
）。
基
壇
の
四
隅
は
角
形
基

盤
を
敷
い
た
円
柱
が
遺
る
。
円
柱
は
直
径
40
㎝
、

高
さ
90
㎝
に
な
る
。
四
方
に
立
つ
円
柱
は
ス
ツ
ー

パ
の
周
囲
を
区
画
す
る
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
と
思
わ

れ
る
。
巡
礼
道
の
線
刻
画
に
ス
ツ
ー
パ
の
左
右
に

柱
を
立
て
柱
頭
に
獅
子
の
よ
う
な
絵
像
が
描
か
れ

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
概
観

今
回
の
調
査
の
後
半
で
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
都
市

遺
跡
と
寺
院
建
築
遺
構
を
調
査
し
た
。

上
編
で
述
べ
た
よ
う
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
地
域
の

総
称
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン

北
西
部
に
か
け
て
存
在
し
た
古
代
王
国
で
、
カ
ー

ブ
ル
川
北
岸
か
ら
イ
ン
ダ
ス
川
を
越
え
て
カ
シ
ミ

ー
ル
渓
谷
境
界
部
ま
で
達
す
る
。
王
国
は
紀
元
前

６
世
紀
〜
11
世
紀
の
間
存
続
す
る
が
、
紀
元
前
３

２
７
年
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
が
ガ
ン
ダ
ー

ラ
侵
攻
に
よ
り
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
影
響
を
残
す
こ

と
に
な
る
。
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
、
タ
キ
シ
ラ
、
ア
ジ

ズ
・
デ
リ（
図
１
・
２
）に
は
仏
塔
と
仏
寺
の
遺
構

を
多
く
遺
し
、
現
在
世
界
遺
産
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の

都
市
遺
跡
の
概
要

タ
キ
シ
ラ
博
物
館
の
近
く
に
あ
る
シ
ル
カ
ッ
プ

遺
跡
は
４
期
に
分
け
ら
れ
、
１
期
は
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
以
前
、
２
期
は
紀
元
前
１
９
０
年
頃
バ
ク

ト
リ
ア
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
）
の
ギ
リ
シ
ャ

人
が
侵
入
し
建
設
し
た
都
市
の
時
代
、
３
期
は
紀

「仏教巡礼の道」の遺跡調査

ガンダーラの
都市遺跡と
寺院建築
［ 下 編 ］

菅澤　茂

工学院大学客員研究員
元京都府文化財保護課専門幹
上級文化財保存修理技術者 
1級建築士 消防設備士
1953年 東京都生まれ

すがさわ・しげる

図 3　シルカップの地図（案内板）

図 ８ シルカップ スツーパ双頭鳥

図 10　シルカップ スツーパ四方円柱 図 １　アジズ・デリ

図 ２　アジズ・デリ 出土スツーパ

図 4　タキシラ博物館 スツーパ

図 5　タキシラ博物館 スツーパ

図 6　タキシラ博物館 タイル（碑）

図 ７　シルカップ スツーパ

(一社)京都府建築士会
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て
お
り
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
（
イ
ラ
ン
）
遺
跡
の
柱
頭

を
連
想
さ
せ
る
（
図
11
）。

BH
AM
ALA 

バ
マ
ラ
寺
院

シ
ル
フ
サ
の
東
16
キ
ロ
に
位
置
す
る
ハ
ロ
谷
の

上
流
に
バ
マ
ラ
寺
院
遺
跡
が
あ
り
世
界
遺
産
に
な

る
（
図
12
）。
標
高
６
３
０
ｍ
に
位
置
す
る
バ
マ

ラ
寺
院
は
僧
院
と
塔
婆
ス
ツ
ー
パ
が
遺
さ
れ
て
お

り
、
石
積
壁
に
な
る
。
ス
ツ
ー
パ
は
大
型
に
な
り

４
面
に
石
階
段
を
持
つ
。
大
ス
ツ
ー
パ
の
周
囲
に

小
型
ス
ツ
ー
パ
が
並
び
北
側
で
８
基
の
基
礎
が
遺

り
、往
時
は
各
面
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
図
13
）。

建
築
年
代
は
４
世
紀
か
ら
５
世
紀
に
な
る
。
中
央

部
の
ス
ツ
ー
パ
は
直
径
９
ｍ
に
な
り
、
地
面
か
ら

の
総
高
さ
９
ｍ
に
な
る
。
ス
ツ
ー
パ
の
内
部
は
石

と
土
を
交
互
に
積
み
上
げ
て
い
る
。
基
壇
は
各
辺

19
・
２
ｍ
、
高
さ
４
ｍ
に
な
る
（
図
14
）。
僧
院

は
ス
ツ
ー
パ
の
北
側
に
あ
り
東
西
34
・
５
ｍ
、
南

北
36
・
５
ｍ
の
方
形
に
な
る
（
図
15
）。
出
入
口

は
南
側
に
な
り
、
内
部
の
中
央
は
沐
浴
池
に
な
り
、

総
深
さ
60
㎝
。
北
東
隅
に
神
殿
を
設
け
る（
図
16
）。

池
の
中
央
部
に
水
面
を
渡
る
た
め
の
置
石
を
歩
行

順
に
並
べ
る
。
中
庭
池
を
中
心
に
僧
房
が
四
方
に

並
ぶ
。
壁
体
に
高
さ
は
２
・
85
ｍ
に
な
り
、
石
積

み
外
壁
の
高
さ
と
同
じ
高
さ
に
な
る
。
屋
根
の
構

成
材
は
丸
太
等
を
並
べ
た
陸
屋
根
と
み
ら
れ
、
上

部
に
土
を
附
き
固
め
る
。
僧
房
は
個
室
が
連
続
し

て
、
１
室
の
入
り
口
は
中
庭
に
面
し
て
幅
１
・
２

ｍ
、
入
り
口
高
さ
は
部
屋
高
さ
と
同
じ
に
な
る
。

１
室
当
た
り
は
広
さ
約
７
・
５
㎡
に
な
る
。
窓
は

外
壁
の
１
か
所
で
天
井
近
く
に
あ
り
、
40
㎝
四
方

で
石
積
を
斜
め
に
積
み
上
げ
る
。
中
庭
の
中
央
は

沐
浴
に
使
う
と
考
え
ら
れ
る
。
中
庭
に
面
し
た
西

側
に
独
立
柱
が
１
・
５
ｍ
間
隔
で
６
本
並
ぶ
礎
石

が
あ
り
、
屋
根
庇
を
復
元
す
る
と
延
長
が
中
庭
池

の
西
北
端
に
あ
る
神
殿
に
延
び
る
こ
と
に
な
る
。

僧
房
の
大
き
さ
は
、
部
屋
内
寸
法
が
３
・
５
ｍ
に

な
り
、内
部
壁
に
仏ぶ

つ
が
ん龕

45
㎝
四
方
が
穿
た
れ
る（
図

17
・
18
）。
僧
房
は
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
の
僧
院
窟
と

共
通
す
る
。
中
庭
に
あ
る
池
は
深
さ
30
㎝
程
度
の

水
を
張
る
の
に
適
し
て
お
り
、
沐
浴
に
使
わ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。

Jandial tem
ple

ジ
ャ
ン
ダ
ル
寺
院

シ
ル
カ
ッ
プ
の
北
５
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
ジ
ャ

ン
ダ
ル
寺
院
は
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
で
あ
る
（
図
19
）。

正
面
を
西
南
に
面
し
て
正
面
幅
22
ｍ
、
奥
行
44
ｍ

に
な
る
。
正
面
側
は
中
央
に
独
立
円
柱
を
２
列
建

て
三
間
に
分
け
て
総
幅
11
・
４
ｍ
に
な
る
。
中
央

２
列
の
独
立
柱
は
内
側
に
２
列
あ
り
計
４
本
に
な

り
前
室
の
奥
行
15
ｍ
を
構
成
す
る
。
独
立
柱
の
台

座
は
１
・
５
ｍ
四
方
に
な
り
円
柱
の
直
径
は
96
㎝

に
な
る
。
柱
の
上
部
は
失
わ
れ
て
お
り
基
部
が
遺

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
神
殿
の
神
室
は
8
・
5

ｍ
四
方
に
な
り
壁
で
囲
ま
れ
る
。
神
室
の
奥
に
後

室
が
あ
り
階
段
が
遺
る
。
神
殿
の
３
方
は
壁
構
造

に
な
り
側
面
壁
の
窓
が
５
ケ
所
穿
た
れ
る
。
３
方

の
壁
と
前
室
、
神
室
、
後
室
の
間
を
幅
４
ｍ
の
回

廊
が
廻
る
構
成
に
な
る
。
壁
の
高
さ
が
３
ｍ
で
回

る
こ
と
か
ら
、
上
部
の
構
造
は
不
明
で
あ
る
が
、

木
梁
を
渡
し
た
陸
屋
根
か
も
し
れ
な
い
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
古
代
遺
跡
は
イ
ン
ダ
ス
文
明
と

し
て
知
ら
れ
人
類
最
古
の
文
明
遺
跡
に
な
る
。
ガ

ン
ダ
ー
ラ
は
仏
教
か
ら
仏
像
を
誕
生
す
る
仏
教
美

術
が
創
始
し
た
地
域
で
あ
る
が
、
や
が
て
ヒ
ン
ド

ウ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
よ
り
仏
教
は
忘
れ
ら
れ

て
い
く
。
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
仏
教
建
築
の
基

本
に
な
る
寸
法
計
画
も
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
ヒ
ン
ト

が
あ
る
と
考
え
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
興
味
深
く
魅

力
的
な
国
で
あ
る
が
、
現
在
す
す
め
ら
れ
て
い
る

一
路
一
帯
政
策
に
よ
る
開
発
が
古
代
の
巡
礼
道
を

破
壊
し
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

図 ８　シルカップ スツーパ双頭鳥

図 ９　シルカップ スツーパ

図 10　シルカップ スツーパ四方円柱

図 11　岩絵スケッチ スツーパ円柱

図 12　バマラ寺院 スツーパ

図 13　バマラ寺院 スツーパ石段

図 14　バマラ寺院 スツーパスケッチ

図 15　バマラ寺院 僧房

図 16　バマラ寺院 僧院

図 17　バマラ寺院 僧房仏龕

図 18　バマラ寺院 出土仏像

図 19　ジャンダル寺院

(一社)京都府建築士会
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寺
の
門
主
の
別
邸
と
し
て
、
京
都
市
南
部
の
宇
治

川
と
山
科
川
の
合
流
点
を
見
下
ろ
す
台
地
状
に
設

け
ら
れ
た
本
願
寺
門
主
の
別
邸
で
あ
る
。
大
谷
光

瑞
の
父
で
あ
る
第
21
代
門
主
大
谷
明
如
に
よ
り
、

１
８
６
８
（
明
治
初
）
年
に
門
徒
の
寄
進
に
よ
っ

て
開
創
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は
京
都
府
近
代
和
風

建
築
調
査
（
注
２
）
に
よ
れ
ば
１
９
２
０
（
大
正

９
）
年
に
竣
工
と
す
る
が
、「
明
如
上
人
伝
」（
注

３
）
に
明
治
末
か
ら
大
正
期
の
三
夜
荘
の
平
面
配

置
図
（
図
２
）
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
存
す
る

建
物
と
の
比
較
が
で
き
る
。
建
物
は
２
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
南
面
す
る
宇
治
川
の
西

側
に
車
寄
せ
を
設
け
て
座
敷
を
９
室
、
雁
行
型
に

並
べ
、
西
端
に
茶
室
を
付
属
す
る
主
棟
、
中
庭
を

隔
て
て
順
次
に
登
る
廊
下
を
伸
ば
し
た
十
畳
２
室

を
中
心
と
す
る
書
院
棟
に
な
る
。

本
学
に
よ
る
実
測
調
査
時
で
は
現
存
す
る
の
は

書
院
棟
（
写
真
１
）
だ
け
に
な
り
、
西
寄
り
の
玄

関
棟
は
礎
石
基
礎
等
を
探
し
た
が
近
年
に
整
地
さ

れ
て
お
り
位
置
の
特
定
は
困
難
で
あ
っ
た
。
調
査

時
点
で
は
、
書
院
棟
は
桟
瓦
葺
き
、
入
母
屋
造
り

に
な
り
妻
面
を
南
面
す
る
。
北
側
に
車
寄
せ
付
の

式
台
玄
関
（
写
真
２
）
を
構
え
、
宇
治
川
に
面
す

る
南
側
に
主
座
敷
を
２
室
並
べ
て
、
西
面・南
面・

東
面
の
三
方
を
一
間
幅
の
畳
廊
下
（
入
側
縁
畳
）

が
廻
る
（
写
真
３
）。
２
室
か
ら
な
る
座
敷
は
北

側
に
床
、
違
い
棚
を
並
べ
、
東
の
座
敷
を
上
手
と

し
て
東
に
面
し
て
出
書
院
を
置
く
（
写
真
４
）。

玄
関
西
側
に
台
所
棟
を
置
き
食
事
の
準
備
に
使
わ

れ
、
東
側
北
端
に
浴
室
、
便
所
が
置
か
れ
て
い
る
。

玄
関
に
接
し
て
西
側
に
応
接
室
が
あ
る
。
主
座
敷

２
室
の
北
側
に
６
畳
大
の
部
屋
が
、
２
室
並
び
、

全
体
は
田
の
字
型
４
室
構
成
に
な
る
。
景
勝
の
台

特　集

一
角
に
残
さ
れ
て
い
た
逍
遥
園
で
あ
る
。
大
谷
光

瑞
が
台
湾
に
滞
在
す
る
時
の
海
外
別
邸
で
あ
り
、

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
か
ら
調
査
対
象
と
し
て

い
た
が
、
現
在
、
高
雄
市
古
跡
建
築
と
し
て
保
存

建
物
に
な
り
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
か
ら
保
存

修
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
国
立
高
雄
大

学
永
続
居
住
環
境
科
技
中
心
・
陳
啓
仁
教
授
（
注

１
）
か
ら
修
理
事
業
技
術
協
力
の
依
頼
を
受
け
て

現
況
調
査
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
本
論
は
現

地
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
逍
遥
園
の
概
要

を
報
告
し
、
台
湾
に
お
け
る
歴
史
建
築
の
保
存
に

つ
い
て
論
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
谷
光
瑞
と
三
夜
荘
の
概
要

大
谷
光
瑞
は
（
西
）
本
願
寺
派
本
願
寺
第
22
代

宗
主
で
あ
る
。
第
21
世
明
如
上
人
の
長
男
と
し
て

１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
12
月
27
日
に
生
を
受
け
、

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
10
月
５
日
73
歳
で
大
分

県
別
府
鉄
輪
別
邸
に
て
死
去
す
る
が
、
そ
の
生
涯

に
お
い
て
伊
東
忠
太
の
設
計
に
よ
る
真
宗
門
徒
生

命
保
険
会
社
社
屋
（
重
要
文
化
財
）、
築
地
本
願

寺
本
堂
（
重
要
文
化
財
）
な
ど
近
代
建
築
史
上
の

重
要
な
建
築
物
に
つ
い
て
関
わ
っ
て
い
る
。

報
告
す
る
逍
遥
園
は
大
谷
光
瑞
の
別
邸
と
し
て

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
に
台
湾
高
雄
市
に
建
築

さ
れ
た
も
の
で
、
本
論
で
は
退
位
後
の
大
谷
光
瑞

が
京
都
に
お
け
る
拠
点
と
し
て
い
た
別
邸
・
三
夜

荘
の
建
物
の
一
部
を
解
体
し
て
台
湾
に
運
ん
だ
経

過
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
夜
荘
は
京
都
西
本
願

は
じ
め
に

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
大
谷
光
瑞
は
、
１
９

０
２
（
明
治
35
）
年
か
ら
１
９
１
４
（
大
正
３
）

年
ま
で
の
３
次
に
渡
り
中
央
ア
ジ
ア
の
仏
教
遺
跡

探
検
隊
を
派
遣
し
た
宗
教
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
報
告
で
取
り
上
げ
る
京
都
市
伏
見
区

の
三さ

ん

夜や

荘そ
う

と
台
湾
高
雄
市
の
逍

し
ょ
う

遥よ
う

園え
ん

は
、
と
も
に

本
願
寺
門
主
の
別
邸
に
な
る
。
こ
の
三
夜
荘
は
２

０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
維
持
不
可
能
と
判
断
さ

れ
取
り
壊
し
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
解
体
の
連
絡

を
受
け
て
工
学
院
大
学
建
築
学
部
の
３
・
４
回
生

と
と
も
に
実
測
調
査
を
し
た
（
図
１
）。
三
夜
荘

は
本
願
寺
門
主
の
別
邸
と
い
う
特
殊
な
性
格
を
持

つ
た
め
研
究
対
象
と
し
て
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
度
の
建
築
学
会
大
会
に
て
報
告
を
し
た
。

三
夜
荘
は
、
主
翼
棟
と
御
殿
棟
か
ら
成
り
１
９

４
０
（
昭
和
15
）
頃
に
主
翼
棟
の
一
部
が
京
都
市

内
の
明
覚
寺
と
台
湾
高
雄
市
の
台
湾
陸
軍
病
院
の

西本願寺門主の別邸建築

台湾高雄市の
逍遥園の保存
について
［ 上 編 ］

菅澤　茂

工学院大学客員研究員
元京都府文化財保護課専門幹
上級文化財保存修理技術者 
1級建築士 消防設備士
1953年 東京都生まれ

すがさわ・しげる

図１　三夜荘 実測図

図２　三夜荘 大正4年頃の配置平面図

(一社)京都府建築士会
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地
上
に
営
ま
れ
た
門
主
別
邸
は
、
広
縁
の
回
し
方

が
本
願
寺
黒
書
院
の
構
成
と
似
て
お
り
、
主
座
敷

を
南
に
２
室
並
べ
て
、
眼
下
に
広
が
る
景
色
を
眺

望
で
き
る
光
瑞
好
み
の
数
寄
屋
建
築
と
い
え
る

（
写
真
５
）。
大
谷
光
瑞
は
１
９
４
０
（
昭
和
15
）

年
に
台
湾
高
雄
に
逍
遥
園
を
海
外
別
邸
と
し
て
建

築
す
る
。

逍
遥
園
の
建
築
過
程

大
谷
光
瑞
は
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
３
月
に

大
港
埔
高
雄
刑
務
支
所
前
に
土
地
を
購
入
、
農
園

経
営
の
た
め
の
学
習
施
設
を
兼
ね
る
海
外
別
邸
と

し
て
、
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
11
月
１
日
に
台

湾
高
雄
に
逍
遥
園
を
開
園
す
る
（
写
真
６
・
７
）。

逍
遥
園
（
写
真
８
・
９
）
は
高
雄
市
暫
定
古
蹟

に
指
定
さ
れ
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
高
雄
市

歴
史
建
築
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
逍
遥
園
の
建
築

工
事
は
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
頃
に
開
始
さ
れ

た
と
思
わ
れ
、
こ
の
頃
に
京
都
の
三
夜
荘
の
一
部

を
移
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
工
事
に
参
加
し
た

技
術
者
と
し
て
京
都
市
在
住
の
二
角
幸
治
郎
の
存

在
が
今
回
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
二
角
幸
治
郎
の

長
男
二
角
龍
蔵
が
健
在
で
あ
り
、
当
時
の
状
況
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
三
夜
荘
の
改
修
工
事
に
携

わ
っ
た
二
角
幸
治
郎
（
１
８
９
７
〜
１
９
６
４
）

は
明
覚
寺
住
職
で
あ
り
本
願
寺
内
事
室
長
の
柱
本

瑞
俊
の
命
に
よ
り
、
逍
遥
園
の
工
事
に
１
９
４
０

（
昭
和
15
）
年
か
ら
１
９
４
１
（
同
16
）
年
11
月

ま
で
高
雄
に
赴
任
し
て
い
る
。
当
時
、
二
角
幸
治

郎
は
京
都
本
山
の
錦
華
寮
の
工
事
に
現
場
技
師
と

し
て
携
わ
っ
て
お
り
錦
華
寮
設
計
者
の
北
尾
春
道

か
ら
の
信
望
が
厚
か
っ
た
と
二
角
龍
蔵
は
語
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
二
角
幸
治
郎
は
三
夜
荘
の

主
棟
の
解
体
と
書
院
棟
台
所
棟
改
修
の
責
任
技
術

者
で
あ
り
主
屋
棟
の
解
体
部
材
を
高
雄
に
移
設
を

担
当
し
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

●
参
考
文
献

（
注
１
） 

国
立
高
雄
大
学
建
築
科
陳
啓
仁
准

教
授
に
よ
る

逍
遥
園
調
査
報
告
書 

２
０
１
７

（
注
２
） 

京
都
府
の
近
代
和
風
建
築

│
京
都
府
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
報
告
書

２
０
０
９

京
都
府
教
育
委
員
会 

発
行

（
注
３
） 

明
如
上
人
伝 

明
如
上
人
25
回
忌

臨
時
法
要
事
務
所
１
９
２
７

（
注
４
） 

１
９
４
０（
昭
和
15
）年
完
成
時
の

記
念
葉
書 

加
藤
斗
規
氏
提
供

写真５　三夜荘 新書院

写真６　台湾台北市 西本願寺跡公園

写真７　台湾台北市 西本願寺跡公園に残る鐘楼

写真８　逍遥園 外観

写真９　逍遥園 外観

写真１ 三夜荘 書院棟 
 大正4年明如上人13回忌記念アルバム所載より

写真２　三夜荘 玄関

写真３　三夜荘 座敷、畳廊下

写真４　三夜荘 次の間（床、違い棚）

(一社)京都府建築士会
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払
い
下
げ
ら
れ
た
よ
う
で
、
主
屋
に
近
接
す
る
ま

で
住
宅
が
密
集
し
て
い
た
。
筆
者
が
龍
谷
大
学
研

究
者
と
現
地
調
査
し
た
２
０
１
４
年
に
は
陳
教
授

の
調
査
結
果
に
基
づ
き
保
存
修
理
の
計
画
が
進
ん

で
い
た
。
保
存
修
理
に
至
る
経
過
は
、
戦
前
の
日

本
建
築
を
研
究
し
て
い
た
陳
教
授
が
本
建
物
の
価

値
を
見
出
し
て
台
湾
政
府
に
報
告
し
、
日
本
の
登

録
文
化
財
に
相
当
す
る
古
蹟
に
指
定
す
る
こ
と
で

保
存
修
理
へ
の
道
程
が
定
ま
っ
た
。
逍
遥
園
の
研

究
は
日
本
の
龍
谷
大
学
出
身
の
大
谷
光
瑞
研
究
者

も
参
加
し
て
進
め
ら
れ
互
い
の
成
果
を
交
換
し
て

い
る
。

す
で
に
台
湾
に
残
る
戦
前
の
日
本
建
築
の
保
存

修
理
は
か
な
り
の
棟
数
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
の
文
化
財
修
理
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
建

築
当
時
の
技
法
の
再
現
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
台

北
に
残
る
西
本
願
寺
別
院
は
歴
史
公
園
と
し
て
保

存
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
し
て
い
る
鐘
楼
と

輪
番
住
宅
が
修
理
さ
れ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

保
存
修
理
の
経
過
は
不
詳
で
あ
る
が
見
学
し
た
印

象
と
し
て
は
、
日
本
建
築
の
特
色
で
あ
る
軒
反
り

や
屋
根
瓦
の
葺
き
方
、
左
官
工
事
に
よ
る
漆
喰
壁

の
再
現
等
は
台
湾
の
建
築
技
術
で
は
困
難
だ
と
感

じ
た
。
本
学
で
は
昭
和
15
年
当
時
の
建
築
仕
様
と

し
て
左
官
工
事
の
復
元
を
協
力
し
て
い
る
。
外
観

内
装
の
壁
仕
上
げ
は
淡
い
緑
色
に
な
る
こ
と
か
ら
、

採
集
材
料
の
光
学
分
析
に
よ
り
含
有
顔
料
の
特
定

を
行
っ
た
。
石
灰
と
の
配
合
比
は
試
験
体
を
作
成

し
て
比
較
し
て
い
る
。
１
階
柱
の
洗
い
出
し
仕
上

げ
、
２
階
居
間
の
鏝
捻
り
に
よ
る
波
打
っ
た
表
面

仕
上
げ
の
再
現
は
、東
京
の
「
あ
じ
ま
左
官
工
業
」

が
直
接
、
現
地
指
導
を
し
て
頂
き
、
本
年
７
月
に

台
湾
の
左
官
職
人
対
象
の
技
術
講
習
会
を
開
催
し

て
伝
え
た
。
光
瑞
の
居
住
部
分
の
片
流
れ
の
庇
と

出
書
院
、
床
の
間
の
入
屋
小
屋
根
は
杮
葺
き
で
あ

る
た
め
、
岡
山
県
の
檜
皮
葺
き
専
門
業
者
で
あ
る

児
島
工
務
店
が
同
時
に
行
わ
れ
た
技
術
講
習
会
を

特　集

を
接
続
し
て
天
井
は
市
松
模
様
と
し
て
腰
掛
が
壁

面
に
付
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
大
広
間
」
の

北
側
に
台
所
調
理
室
が
あ
り
中
央
に
流
し
を
置
く
。

北
側
窓
側
に
面
し
て
竈
を
並
べ
る
。
北
側
の
ベ
ラ

ン
ダ
に
給
水
塔
を
建
て
、
外
部
階
段
を
設
け
る
。

大
谷
光
瑞
の
居
室
は
台
所
と
廊
下
を
介
し
て
和
室

1
室
と
ベ
ッ
ト
を
置
く
寝
室
（
写
真
４
）、
便
所

付
き
浴
室
を
付
設
し
て
い
る
。
２
階
南
側
は
幅
２

ｍ
の
ベ
ラ
ン
ダ
を
３
方
に
設
け
て
ベ
ラ
ン
ダ
床
は

厚
み
の
あ
る
幅
広
角
材
を
木
口
に
並
べ
て
、
隅
部

は
扇
状
を
広
げ
る
よ
う
に
放
射
型
に
並
べ
て
い
る
。

屋
根
の
主
部
は
切
妻
に
な
り
セ
メ
ン
ト
桟
瓦
葺
き

に
な
り
、
構
造
は
軽
量
鉄
骨
ト
ラ
ス
造
に
な
り
、

車
寄
せ
の
上
部
は
横
長
の
唐
破
風
庇
、
大
谷
光
瑞

の
居
室
側
の
窓
上
は
付
け
庇
杮
葺
き
、「
上
段
の

間
」
の
出
書
院
と
床
の
間
は
唐
破
風
屋
根
棟
を
主

屋
根
に
接
続
し
て
い
る
。
外
部
に
面
し
た
丸
型
窓
、

花
頭
窓
、主
屋
根
に
接
続
す
る
唐
破
風
屋
根
、「
眺

望
室
」
の
寄
せ
棟
屋
根
な
ど
の
全
体
外
観
は
飛
雲

閣
に
外
観
を
連
想
す
る
。
建
築
用
材
は
台
湾
総
督

府
の
刻
印
の
あ
る
檜
材
、
ス
ギ
材
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。

三
夜
荘
か
ら
運
ば
れ
た
化
粧
部
材
は
「
上
段
の

間
」
の
軍
配
型
の
出
書
院
窓
、「
床
の
間
」
の
側
柱
、

軒
廻
り
の
唐
破
風
、
化
粧
垂
木
、
化
粧
隅
木
、
出

桁
等
が
相
当
す
る
こ
と
が
風
食
差
や
釘
址
痕
跡
等

に
よ
り
、
京
都
の
三
夜
荘
か
ら
の
移
築
と
推
定
で

き
る
。
逍
遥
園
は
大
谷
光
瑞
の
最
後
の
別
邸
建
築

と
し
て
の
歴
史
的
価
値
と
と
も
に
、
京
都
本
山
の

飛
雲
閣
を
連
想
さ
せ
る
外
観
、
内
装
の
市
松
模
様

障
壁
紙
は
桂
離
宮
松
琴
亭
を
想
起
さ
せ
る
。（
写

真
５
）
一
方
、
海
外
生
活
の
多
い
大
谷
光
瑞
の
生

活
習
慣
に
合
わ
せ
た
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
、
ト
イ
レ
と

一
体
に
な
っ
た
浴
室
（
写
真
６
）、
大
型
の
厨
房
、

食
堂
を
兼
ね
た
中
央
の
居
間
、
自
動
車
に
よ
る
車

寄
せ
な
ど
は
当
時
の
住
宅
建
築
を
反
映
し
た
も
の

で
、
修
理
工
事
完
成
後
に
は
近
代
建
築
と
し
て
の

評
価
も
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

保
存
修
理
の
概
要

現
在
、
逍
遥
園
は
台
湾
政
府
と
高
雄
市
の
直
接

事
業
と
し
て
保
存
修
理
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（
写
真
７
）。
工
事
は
国
立
高
雄
大
学
陳
啓
文
教
授

の
指
導
の
元
に
同
研
究
室
卒
業
生
で
組
織
さ
れ
た

林
設
計
事
務
所
が
設
計
監
理
を
行
っ
て
い
る
。
逍

遥
園
は
戦
後
、
台
湾
陸
軍
病
院
長
の
宿
舎
に
な
っ

て
い
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、

１
９
７
０
年
代
に
は
空
き
家
に
な
り
管
理
が
さ
れ

な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
よ
う
で
、
調
査
時
点
で
、

軸
部
は
高
温
多
湿
に
よ
る
白
蟻
被
害
が
進
行
し
て

い
た
。
ま
た
高
雄
の
多
雨
気
候
に
よ
る
屋
根
瓦
の

破
損
進
行
に
よ
っ
て
、
雨
漏
れ
に
よ
る
屋
根
野
地

の
腐
朽
が
著
し
く
、
２
階
の
屋
根
中
央
部
が
崩
れ

落
ち
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態

か
ら
２
階
中
央
部
の
居
間
の
床
が
抜
け
て
お
り
、

室
内
は
ゴ
ミ
が
山
積
し
て
い
た（
写
真
８・９・10
）。

大
谷
光
瑞
が
農
園
を
意
図
し
て
い
た
広
大
な
敷

地
は
陸
軍
省
の
所
管
に
な
っ
て
い
た
が
、
民
間
に

建
築
の
概
要

逍
遥
園
の
主
棟
建
築
概
要
は
２
階
建
て
に
な
り
、

１
階
部
を
Ｒ
Ｃ
造
、
煉
瓦
造
と
し
２
階
は
鉄
骨
造
、

木
造
併
用
の
混
構
造
に
な
る
（
図
１
・
２
・
３
）。

１
階
は
南
側
に
大
谷
学
生
の
講
義
室
、
隣
接
し

て
煉
瓦
積
み
半
円
形
倉
庫
２
室
を
並
べ
、
北
側
に

「
車
寄
せ
玄
関
」
を
設
け
て
階
上
に
上
が
る
「
階

段
室
」
を
設
け
る
（
写
真
１
）。
２
階
は
階
段
室

か
ら
上
が
る
と
「
応
接
室
」
が
高
さ
を
変
え
て
２

室
連
続
す
る
。
奥
の
応
接
室
に
隣
接
し
て「
洋
間
」

と
「
上
段
の
間
」
が
連
続
し
た
漆
喰
塗
り
込
め
天

井
が
共
通
す
る
（
写
真
２
）。
塗
り
込
め
天
井
の

意
匠
は
凝
っ
て
お
り
左
官
鏝
で
小
さ
な
渦
を
連
続

さ
せ
て
薄
緑
色
漆
喰
塗
り
に
な
っ
て
い
る
（
写
真

３
）。「
上
段
の
間
」
は
正
面
奥
に
床
柱
を
建
て
上

段
床と

こ

と
物
入
れ
を
並
べ
る
。
正
面
の
左
側
に
出
書

院
を
設
け
て
外
に
面
し
て
本
願
寺
型
の
軍
配
型
花

灯
窓
を
建
て
る
。「
上
段
の
間
」
の
右
側
に
「
大

広
間
」
を
設
け
て
南
側
の
農
園
に
面
す
る
。
さ
ら

に
「
大
広
間
」
の
西
端
に
４
畳
大
の
「
眺
望
室
」

西本願寺門主の別邸建築

台湾高雄市の
逍遥園の保存
について
［ 下 編 ］

菅澤　茂

工学院大学客員研究員
元京都府文化財保護課専門幹
上級文化財保存修理技術者 
1級建築士 消防設備士
1953年 東京都生まれ

すがさわ・しげる

写真１ １階車寄せと２階応接間に上がる階段

写真３　２階主応接室の天井仕上げする日本の職人

(一社)京都府建築士会
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通
じ
て
台
湾
の
文
化
財
修
理
経
験
の
あ
る
大
工
に

杮
葺
き
の
修
理
方
法
を
伝
え
た
。
逍
遥
園
の
室
内

天
井
や
腰
壁
の
仕
上
げ
に
檜
の
薄
板
に
よ
る
網
代

編
み
が
多
用
さ
れ
て
お
り
（
写
真
11
）、
破
損
修

理
方
法
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
京
都
市
内
の
数

寄
屋
大
工
森
番
匠
が
現
地
指
導
に
よ
り
台
湾
の
工

芸
細
工
職
人
さ
ん
た
ち
に
修
理
方
法
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
（
写
真
12
）。
逍
遥
園
で
使
わ
れ
て

い
た
材
木
の
材
種
が
不
明
で
あ
っ
た
が
京
都
市
内

の
千
木
銘
木
株
式
会
社
の
中
川
典
子
さ
ん
に
現
地

調
査
を
お
願
い
し
て
台
湾
檜
や
南
方
産
の
材
種
が

判
明
し
た
。

今
回
、
保
存
修
理
工
事
を
通
じ
て
台
湾
の
文
化

財
修
理
を
日
本
の
技
術
者
と
の
交
流
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
と
考
え
る
。
今

後
、
台
湾
各
地
に
残
る
日
本
建
築
の
修
理
に
つ
い

て
日
台
の
大
学
間
協
力
と
伝
統
技
術
者
同
士
の
交

流
が
成
果
を
上
げ
る
実
例
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
左
官
工
事
及
び
中
国
語
翻
訳
に
つ
い
て
は
工

学
院
大
学
大
学
院
生
・
岡
崎
灌
涵
が
担
当
し
、
左

官
工
事
の
材
料
調
査
に
つ
い
て
本
学
田
村
雅
紀
教

授
、
高
雄
大
学
と
研
究
交
流
に
つ
い
て
は
本
学
理

事
長
後
藤
治
教
授
、
文
化
財
保
存
修
理
技
術
指
導

調
整
は
菅
澤
が
担
当
し
た
。

最
後
に

退
位
後
の
西
本
願
寺
門
主
大
谷
光
瑞
が
使
用
し
、

父
、
明
如
上
人
の
別
邸
で
も
あ
っ
た
三
夜
荘
は
既

に
除
却
さ
れ
た
が
、
主
棟
の
茶
室
は
西
本
願
寺
に

近
傍
の
前
記
明
覚
寺
に
移
築
保
存
さ
れ
て
お
り

（
注
1
）、
主
棟
の
「
上
段
の
間
」
等
化
粧
部
材
は

逍
遥
園
に
再
用
さ
れ
た
こ
と
が
今
回
の
修
理
に
よ

り
判
明
し
た
こ
と
は
本
願
寺
門
主
の
別
邸
建
築
を

研
究
す
る
た
め
に
意
義
深
い
と
考
え
て
い
る
。
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写真１　１階車寄せと２階応接間に上がる階段

写真２　２階上座敷の修理状況
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写真10　破損状況

写真11　２階光瑞の私室の網代天井

写真12　交流会で網代天井の編み方を指導

(一社)京都府建築士会




